
明
治
初
年
の

　
　
　
　
　
　
「
皇
親
」
論

－
梧
陰
文
庫
所
蔵
「
皇
親
」

一
　
ま
え
が
き

議の
紹
介
と
翻
刻
一

島

善
　
高

　
大
宝
養
老
の
継
嗣
令
に
よ
れ
ば
、
天
皇
の
兄
弟
姉
妹
・
子
女
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
親
王
・
内
親
王
、
そ
れ
以
外
す
な
わ
ち
天
皇
の

孫
や
曽
孫
は
王
・
女
王
と
な
し
、
親
王
か
ら
五
世
は
王
名
は
得
る
が
皇
親
の
限
り
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
天
皇
の
兄
弟
や
皇
子
で
な

い
者
。
（
つ
ま
り
諸
王
）
が
天
皇
に
な
る
こ
と
が
あ
っ
て
、
即
位
後
に
自
分
の
兄
弟
姉
妹
や
子
女
を
新
し
く
親
王
・
内
親
王
に
す
る
と
い
う

「
親
王
宣
下
」
の
慣
例
が
で
き
た
。
し
か
も
、
平
安
時
代
に
な
る
と
、
た
と
え
天
皇
の
実
の
兄
弟
姉
妹
や
子
女
で
あ
っ
て
も
親
王
宣
下
を

蒙
ら
な
け
れ
ば
親
王
・
内
親
王
と
は
な
ら
な
い
と
い
う
慣
例
が
生
じ
た
。
ま
た
鎌
倉
時
代
以
降
に
は
、
代
々
宮
号
を
蒙
っ
て
世
襲
す
る

「
世
襲
親
王
家
」
と
い
う
の
が
出
来
、
江
戸
時
代
に
は
そ
の
う
ち
伏
見
宮
・
桂
宮
・
有
栖
川
宮
・
閑
二
宮
が
四
親
王
家
と
称
さ
れ
、
宮
家

の
継
承
者
は
歴
代
天
皇
や
上
皇
の
養
子
も
し
く
は
猶
子
と
な
っ
て
親
王
宣
下
を
蒙
っ
た
。
こ
の
四
親
王
家
は
い
わ
ゆ
る
「
皇
統
御
拍
ノ
御

家
」
　
（
明
治
十
二
年
十
一
月
十
五
日
宮
内
卿
徳
大
寺
実
則
の
上
申
文
中
の
句
）
と
さ
れ
、
然
る
べ
き
皇
位
継
承
者
が
い
な
い
場
合
に
は
こ
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の
親
王
家
の
中
か
ら
出
す
こ
と
に
さ
れ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
0

　
と
こ
ろ
で
、
幕
末
に
な
る
と
出
家
し
て
い
た
親
王
方
が
復
飾
し
て
き
て
、
明
治
初
年
に
は
四
親
王
家
以
外
に
も
多
く
の
宮
家
が
新
し
く
　
2

存
在
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
新
政
府
は
慶
応
四
年
に
、
皇
兄
弟
皇
子
を
皆
親
王
と
し
、
皇
兄
弟
皇
子
以
外
を
諸
王
と
し
、
親
王
よ

り
五
世
は
王
名
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
が
皇
基
の
限
り
で
は
な
い
と
定
め
、
同
時
に
、
伏
見
宮
と
有
栖
川
宮
は
嫡
子
は
是
迄
の
通
り
天
皇

の
養
子
と
し
て
親
王
宣
下
を
行
い
、
掌
裏
宮
は
嫡
子
相
続
の
節
に
是
迄
の
通
り
養
子
と
し
親
王
宣
下
が
あ
り
、
賀
陽
宮
．
山
階
宮
．
聖
護

院
宮
・
仁
和
寺
宮
・
華
夕
闇
・
梶
井
宮
は
親
王
宣
下
を
し
た
後
で
あ
る
か
ら
本
人
一
代
は
親
王
と
す
る
が
、
こ
れ
ま
で
通
り
嫡
子
以
下
は

賜
姓
列
臣
籍
と
し
、
登
高
院
宮
は
聖
護
院
宮
の
子
と
し
て
相
続
を
さ
せ
る
が
、
嫡
子
以
下
は
姓
を
賜
っ
て
臣
籍
に
列
す
る
と
し
た
。
ま
た

明
治
二
年
六
月
目
公
卿
・
諸
侯
の
称
謂
を
廃
し
て
華
族
と
称
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
に
対
応
し
て
明
治
三
年
十
二
月
、
四
親
王
家

の
他
に
新
た
に
取
り
建
て
ら
れ
た
親
王
家
は
二
代
目
よ
り
姓
を
賜
っ
て
華
族
に
列
す
る
こ
と
に
し
、
皇
親
の
範
囲
を
限
定
し
た
。

　
そ
し
て
、
明
治
八
年
一
月
十
八
日
に
皇
子
女
誕
生
関
係
の
諸
式
が
定
め
ら
れ
、
そ
の
中
に

　
　
一
、
皇
子
皇
女
親
王
内
親
王
字
義
二
別
意
ナ
シ
ト
錐
ト
モ
、
先
規
二
任
セ
親
王
宣
下
ノ
式
ア
リ
テ
然
ル
ヘ
シ
、
但
シ
嫡
出
ノ
皇
子
女

　
　
ハ
命
名
ノ
即
日
親
王
宣
下
、
庶
出
ノ
皇
子
女
島
百
日
斜
切
満
一
年
士
風
於
テ
叡
慮
ヲ
以
テ
親
王
宣
下
ア
ル
ヘ
キ
規
則
二
定
メ
ラ
レ
、

　
　
之
二
依
テ
以
テ
嫡
庶
ノ
別
ヲ
立
ラ
ル
ヘ
シ
、

　
　
一
、
皇
后
御
養
子
ノ
儀
ハ
尤
重
大
ノ
事
ニ
テ
、
既
二
御
養
子
タ
ル
上
ハ
真
ノ
嫡
出
ノ
皇
子
ト
国
王
ヘ
キ
事
ニ
テ
、
次
テ
真
ノ
嫡
出
ノ

　
　
皇
子
降
誕
ア
リ
ト
モ
前
ノ
御
養
子
ヲ
ハ
再
ヒ
庶
出
ト
為
ス
ヘ
カ
ラ
ス
、
上
古
ヨ
リ
ノ
旧
例
ヲ
案
ス
ル
ニ
、
皇
位
継
承
ノ
法
長
幼
ノ
序

　
　
ヨ
リ
モ
嫡
庶
ノ
別
ヲ
重
セ
ラ
ル
・
国
体
ナ
レ
ハ
、
後
来
嫡
出
ノ
皇
子
降
誕
ノ
目
途
ナ
キ
時
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
容
易
二
御
養
子
二
定
メ
ラ

　
　
ル
・
事
コ
レ
ア
ル
ヘ
カ
ラ
ス
、
庶
出
ノ
皇
子
ト
錐
ト
モ
皇
胤
勿
論
ナ
レ
ハ
、
嫡
出
ノ
皇
子
在
サ
・
ル
時
二
臨
テ
長
幼
ノ
順
序
二
野
セ
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皇
后
ノ
御
養
子
ト
シ
テ
嫡
出
二
定
メ
ラ
ル
・
ト
モ
更
二
言
キ
ニ
ア
ル
ヘ
カ
ラ
ス
、

　
　
一
、
各
国
二
布
告
ス
ル
事
及
ヒ
海
陸
軍
二
於
テ
祝
砲
ノ
式
ヲ
行
フ
合
唱
嫡
出
ノ
皇
子
降
誕
ノ
節
及
ヒ
皇
后
ノ
御
養
子
確
定
ノ
節
又
皇

　
　
太
子
二
立
ラ
ル
・
節
ト
ニ
限
リ
テ
、
自
余
ノ
皇
子
女
降
誕
ノ
節
ハ
各
国
布
告
及
祝
砲
式
ヲ
行
フ
ニ
及
フ
ヘ
カ
ラ
ス
、

　
　
一
、
嫡
庶
ノ
分
冊
随
ヒ
男
女
ノ
別
二
子
リ
自
ラ
差
等
之
レ
ア
ル
ヘ
キ
儀
式
上
ノ
事
ハ
、
凡
テ
式
部
寮
ヨ
リ
再
進
ノ
事
、

と
あ
る
よ
う
に
、
嫡
出
皇
子
女
は
降
誕
後
七
日
に
行
う
命
名
の
儀
に
続
い
て
親
王
宣
下
を
行
う
と
し
、
庶
出
の
皇
子
女
は
誕
生
後
百
日
或

い
は
満
一
年
に
親
王
宣
下
を
行
う
と
す
る
な
ど
、
従
来
の
親
王
宣
下
に
若
干
の
改
正
を
行
い
、
嫡
子
と
庶
子
と
の
区
別
を
厳
格
に
立
て

た
。　

こ
の
よ
う
に
、
明
治
初
年
以
来
、
皇
族
制
度
も
徐
々
に
改
変
せ
ら
れ
た
が
、
い
ま
だ
四
親
王
家
は
存
続
が
認
め
ら
れ
、
親
王
宣
下
そ
れ

自
体
に
も
手
が
つ
け
ら
れ
ず
、
皇
后
養
子
の
制
度
も
旧
来
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
た
。
し
か
も
、
一
代
限
り
と
さ
れ
た
筈
の
新
立
親
王
家
に

つ
い
て
も
、
明
治
五
年
に
北
白
川
宮
（
最
高
黒
黒
を
明
治
三
年
に
改
称
）
智
成
親
王
亮
後
を
兄
の
能
久
王
に
継
が
せ
、
明
治
九
年
に
は
華

頂
宮
博
経
親
王
の
王
子
博
厚
王
を
特
旨
を
以
て
皇
族
に
列
す
る
な
ど
、
そ
の
改
革
は
容
易
に
行
わ
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
。

　
右
に
述
べ
た
よ
う
な
事
柄
は
、
既
に
宮
内
庁
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
『
明
治
天
皇
紀
』
や
『
皇
室
制
度
史
料
』
（
共
に
吉
川
弘
文
館
刊
）
、

そ
れ
に
高
久
嶺
之
介
氏
の
「
近
代
皇
族
の
権
威
集
団
化
過
程
」
（
『
社
会
科
学
』
二
七
、
二
八
号
所
収
）
な
ど
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

っ
て
、
周
知
に
属
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
当
時
の
政
府
や
宮
内
庁
が
一
体
ど
の
よ
う
な
姿
勢
で
皇
族
制
度
改
革
に
臨
ん
で
い
た
の

か
、
そ
の
議
論
の
細
部
に
つ
い
て
は
ま
だ
不
明
な
点
が
多
い
。
幸
い
、
国
学
院
大
学
図
書
館
所
蔵
吉
夢
文
庫
に
は
「
皇
親
」
　
（
架
蔵
番
号

B
八
四
）
と
題
す
る
冊
子
が
あ
っ
て
、
こ
の
当
時
の
皇
族
制
度
に
つ
い
て
の
議
論
の
一
端
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
こ

れ
を
紹
介
か
た
が
た
翻
刻
し
、
こ
の
当
時
の
皇
族
制
度
改
革
の
動
き
を
知
る
た
め
の
足
掛
か
り
と
し
た
い
と
思
う
。
、
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（
附
記
）
本
稿
は
、
平
成
四
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
（
一
般
C
）
及
び
早
稲
田
大
学
特
定
課
題
研
究
助
成
費
の
援
助
に
よ
る
研
究
成
果
の
一

部
で
あ
る
。
ま
た
、
貴
重
な
史
料
の
翻
刻
を
快
く
許
可
せ
ら
れ
た
国
学
院
大
学
図
書
館
の
ご
高
配
に
も
感
謝
申
上
げ
る
。

212

二
　
「
皇
親
」
の
年
代

　
「
皇
親
」
は
太
政
官
十
三
行
罫
紙
墨
付
三
十
丁
に
及
ぶ
大
部
な
も
の
で
、
井
上
毅
の
自
筆
と
思
わ
れ
る
「
皇
親
」
の
表
題
が
付
し
て
あ

る
。
そ
し
て
発
言
順
に
列
挙
す
れ
ば
、
小
河
一
敏
（
一
八
一
三
－
一
八
八
六
）
、
徳
大
寺
実
則
（
一
八
三
九
－
一
九
一
九
）
、
香
川
敬
三

（
一
八
三
九
一
一
九
一
五
）
、
近
藤
芳
樹
（
一
八
〇
一
1
一
八
八
○
）
、
谷
森
逆
臣
（
一
八
一
七
一
一
九
一
一
）
、
井
上
毅
（
一
八
四
三
1

一
八
九
五
）
、
万
里
小
路
博
房
（
一
八
二
四
－
一
八
八
四
）
の
七
名
が
「
皇
親
」
に
つ
い
て
議
論
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
、

何
時
何
処
で
こ
の
論
議
が
行
わ
れ
、
ま
た
誰
が
筆
写
し
た
の
か
は
何
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。

　
け
れ
ど
も
、
議
論
の
中
に
「
親
王
宣
下
有
無
ノ
御
下
議
」
な
る
一
文
が
あ
る
か
ら
、
誰
か
ら
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
　
「
親
王
宣
下
」
に

つ
い
て
議
論
せ
よ
と
の
下
命
が
右
七
名
に
対
し
て
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
こ
の
議
論
が
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
更

に
、
小
河
一
敏
が
「
降
誕
七
日
ニ
シ
テ
御
名
ヲ
下
龍
ラ
レ
タ
ル
ハ
薫
子
女
王
ヲ
以
テ
始
ト
ス
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
薫
子
女
王
と
は
権
典

侍
柳
原
愛
子
が
明
治
八
年
一
月
二
十
一
日
に
産
ん
だ
第
二
皇
女
で
あ
り
、
そ
の
命
名
は
明
治
八
年
一
月
二
十
七
日
で
あ
る
の
で
、
こ
の
議

論
が
行
わ
れ
た
の
が
こ
れ
以
降
で
あ
る
こ
と
も
容
易
に
知
ら
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
皇
親
」
論
議
の
年
代
を
更
に
限
定
す
る
上
で
重
要
な
拠
り
所
と
な
る
も
の
は
、
小
河
が

　
　
福
羽
近
藤
両
氏
ノ
建
議
ノ
如
ク
親
王
内
親
王
ハ
宣
下
ヲ
待
ス
シ
テ
称
セ
ラ
ル
ヘ
キ
「
ハ
申
ス
モ
更
ナ
リ



明治初年の「皇親」論議

と
言
っ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
論
議
よ
り
も
前
に
福
羽
美
静
と
近
藤
芳
樹
が
親
王
内
親
王
に
対
す
る
宣
下
は
不
要
で
あ

る
と
建
議
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
　
「
皇
親
」
論
議
は
福
羽
近
藤
両
名
の
建
議
以
後
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
で

は
福
羽
近
藤
の
建
議
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
と
い
う
と
、
幸
い
こ
れ
ら
建
議
と
覚
し
き
も
の
が
梧
陰
文
庫
に
二
種
類
架
蔵
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
は
「
親
王
・
内
親
王
考
案
二
等
」
　
（
B
四
一
）
と
題
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
は

　
　
考
案
二
則

　
　
親
王
　
内
親
王

　
　
謹
テ
故
実
ヲ
検
ス
ル
ニ
、
親
王
ノ
号
、
日
本
紀
天
武
天
皇
ノ
四
年
二
、
親
王
諸
王
及
諸
臣
ト
ア
ル
ヲ
以
テ
始
ト
ス
、
然
レ
臣
紀
ノ
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
　
　
コ

　
　
尾
二
品
ル
迄
、
御
名
ヲ
指
シ
イ
フ
時
ハ
、
或
ハ
大
津
皇
子
、
或
ハ
高
市
皇
子
ト
称
シ
テ
、
イ
マ
タ
大
津
親
王
、
高
市
親
王
ト
称
セ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
コ
　
　
　
　
　
ミ
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
タ
シ

　
　
事
ハ
元
カ
リ
キ
、
是
イ
カ
ン
ト
ナ
レ
ハ
、
親
王
即
チ
皇
子
ト
イ
フ
ニ
同
シ
ク
、
親
字
主
上
ノ
実
ノ
御
子
ニ
テ
、
御
親
ミ
ノ
殊
ナ
ル
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
サ
カ
ヘ

　
　
リ
添
ヒ
タ
ル
字
ナ
ル
が
故
由
、
続
日
本
紀
二
至
テ
、
文
武
天
皇
四
年
ノ
件
二
、
浄
大
参
刑
部
親
王
ト
、
、
・
エ
テ
、
コ
レ
国
史
二
皇
子
ヲ

　
　
某
親
王
ト
カ
ヶ
ル
始
メ
ナ
レ
臣
、
其
後
ト
イ
へ
臣
、
皇
子
ト
カ
ケ
ル
所
モ
多
ク
、
偏
ヘ
ニ
親
王
ト
ノ
、
ミ
イ
ヘ
リ
シ
ニ
ハ
ア
ラ
ス
、
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
メ
ミ
　
　
コ

　
　
タ
日
本
紀
ニ
ハ
女
御
子
ヲ
ハ
、
ミ
ナ
皇
女
ト
ア
リ
、
皇
女
ヲ
ハ
内
親
王
ト
称
ス
、
続
紀
同
帝
ノ
慶
雲
三
年
ノ
件
二
、
四
品
多
紀
内
親

　
　
王
ト
ミ
ユ
、
是
ヨ
リ
サ
キ
、
大
宝
ノ
二
条
二
、
親
王
諸
王
、
マ
タ
内
親
王
女
王
ト
名
目
ヲ
別
チ
玉
ヒ
シ
ヨ
リ
、
オ
ノ
ヅ
カ
ラ
年
ヲ
経

　
　
ル
ニ
随
ヒ
、
漸
々
二
皇
子
ト
唱
フ
ル
事
廃
シ
テ
、
親
王
ト
ノ
ミ
唱
フ
ル
ヤ
ウ
ニ
ハ
ナ
レ
リ
ト
思
ハ
ル
、
故
二
審
条
二
曲
テ
、
親
王
宣

　
　
下
ノ
事
ハ
ナ
シ
、
然
レ
臣
諸
王
ヲ
親
王
二
七
青
玉
フ
時
ハ
、
必
ス
宣
下
ア
リ
、
其
宣
下
ニ
テ
親
王
ニ
シ
タ
マ
ヒ
シ
例
ハ
、
白
壁
王

　
　
ハ
、
施
基
皇
子
ノ
御
子
ニ
テ
、
始
メ
従
三
位
大
納
言
二
士
叙
シ
玉
ヒ
シ
諸
王
ナ
ル
ガ
、
称
徳
天
皇
、
女
帝
ニ
テ
御
子
オ
ハ
シ
マ
サ
ヌ

　
　
ニ
ヨ
リ
、
六
十
二
歳
ニ
テ
入
テ
大
統
ヲ
継
セ
玉
ヘ
リ
、
コ
レ
ラ
光
仁
天
皇
ト
イ
フ
、
コ
ノ
時
湯
原
親
王
、
二
二
親
王
ナ
ド
、
、
、
、
ナ
光
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仁
ノ
御
冷
ナ
ル
ユ
日
誌
、
同
シ
諸
王
ナ
リ
シ
ガ
、
御
兄
ノ
天
皇
二
引
レ
テ
、
親
王
ニ
ナ
リ
玉
ヘ
ル
、
コ
レ
諸
王
ヲ
親
王
ニ
シ
タ
マ
ヘ

　
　
ル
始
ニ
テ
、
必
ス
宣
下
ア
リ
シ
ナ
ル
ベ
シ
、
マ
タ
時
康
親
王
モ
、
陽
成
天
皇
ノ
崩
後
、
元
慶
八
年
二
、
五
十
一
歳
ニ
テ
入
テ
大
統
ヲ

　
　
継
セ
玉
ヘ
リ
、
コ
レ
ラ
光
孝
天
皇
ト
イ
フ
、
コ
レ
ハ
仁
明
天
皇
ノ
御
子
ニ
テ
、
「
モ
ト
ヨ
リ
ノ
親
王
ナ
レ
臣
、
其
御
子
是
忠
親
王
、
是

　
　
貞
親
王
ノ
如
キ
ハ
、
ミ
ナ
光
孝
ノ
親
王
ニ
テ
オ
ハ
シ
マ
シ
・
ホ
ド
ノ
御
子
ニ
テ
、
始
メ
ハ
諸
王
ナ
リ
シ
カ
バ
、
光
孝
御
即
位
ノ
後
、

　
　
寛
平
三
年
二
、
共
二
親
王
ト
ナ
リ
玉
ヒ
タ
レ
ハ
、
是
マ
タ
宣
下
ア
リ
シ
是
等
ヒ
ナ
シ
、
カ
ク
ノ
如
ク
、
始
メ
諸
王
ニ
テ
マ
シ
マ
ス
御

　
　
方
ヲ
、
陞
セ
テ
親
王
ト
シ
タ
マ
フ
時
ハ
、
宣
下
ア
ル
ベ
キ
理
ナ
レ
任
、
モ
ト
ヨ
リ
天
皇
ノ
マ
コ
ト
ノ
御
子
ニ
テ
オ
ハ
シ
マ
ス
御
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

　
　
ハ
、
皇
子
ト
イ
フ
モ
、
親
王
ト
イ
フ
モ
、
丁
字
コ
ソ
異
ナ
レ
、
ソ
ノ
唱
へ
旧
里
ジ
ク
ミ
コ
ナ
レ
ハ
、
宣
下
ト
イ
ブ
事
ア
ル
ベ
キ
ニ
ア

　
　
ラ
ズ
、
傍
テ
思
フ
ニ
、
コ
ノ
宣
下
ハ
、
前
件
ノ
御
二
代
ヨ
リ
起
り
テ
、
皇
国
ノ
風
儀
、
何
事
モ
旧
慣
ヲ
改
メ
サ
ル
習
ハ
シ
ナ
ル
ユ
エ

　
　
ニ
、
理
ノ
当
否
ヲ
モ
勘
ヘ
ズ
、
此
二
代
ヲ
例
ト
シ
テ
行
ヒ
来
レ
ル
ナ
ル
ベ
シ
、
サ
レ
ハ
親
王
宣
下
ノ
式
ハ
、
諸
王
ヲ
親
王
ト
ナ
シ
玉

　
　
フ
時
ノ
外
、
天
皇
ノ
実
ノ
御
子
ニ
ハ
、
用
ヰ
玉
フ
マ
シ
キ
御
事
欺
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
藤
芳
樹

と
あ
る
。
近
藤
は
こ
の
中
で
、
親
王
及
び
内
親
王
の
故
実
を
検
討
し
、

　
　
サ
レ
パ
親
王
宣
下
ノ
式
ハ
、
諸
王
ヲ
親
王
ト
ナ
シ
玉
フ
時
ノ
外
、
天
皇
ノ
実
ノ
御
子
ニ
ハ
、
用
ヰ
玉
フ
マ
ジ
キ
御
事
欺

と
結
論
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
親
王
宣
下
は
、
光
仁
天
皇
よ
り
も
前
に
淳
仁
天
皇
が
即
位
の
翌
年
に
行
っ
た
の
が
最
初
で
、
近
藤
の
考
証

は
誤
り
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
は
昌
盛
の
「
皇
親
」
で
も
小
河
が
指
摘
し
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
い
ま
一
つ
は
「
親
王
内
親
王
考
」
八
B

一
一
六
）
と
題
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
は
慶
応
四
年
閏
四
月
の
親
王
及
び
宮
家
に
関
す
る
達
、
　
「
親
王
内
親
王
」
の
名
義
に
つ
い

て
の
考
証
、
そ
し
て
右
「
考
案
二
則
」
と
同
内
容
の
近
藤
の
意
見
、
そ
れ
に
福
羽
美
静
の
「
考
按
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。
慶
応
四
年
の
達
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明治初年の「皇親」論議

の
文
は
、
冒
頭
に
言
及
し
た
親
王
諸
王
そ
れ
に
宮
家
の
範
囲
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
か
ら
引
用
は
省
略
す
る
と
し
て
、
次
の
「
親
王
内
親

王
」
の
名
義
に
つ
い
て
の
考
証
は

　
　
ま
　
　
コ
　
　
　
　
　
ヒ
　
メ
　
ぽ
　
コ

　
　
親
王
　
内
親
王

　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
ノ
コ
さ
ぱ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
コ

　
　
日
本
紀
ニ
ハ
、
男
御
子
ヲ
ハ
ミ
ナ
皇
子
ト
ア
リ
、
マ
タ
王
ト
モ
ア
リ
、
文
字
二
二
バ
ラ
ス
、
目
本
紀
ノ
ウ
チ
ニ
テ
、
天
武
紀
四
年
ノ

　
　
件
二
、
親
王
諸
王
及
諸
臣
云
々
、
ト
始
メ
テ
ミ
エ
タ
レ
ハ
、
天
武
ノ
御
世
ヨ
リ
、
親
王
ノ
号
ハ
瓶
マ
レ
リ
、
ソ
ノ
後
書
紀
十
年
ノ
件

　
　
二
、
親
王
諸
王
、
引
入
内
含
殿
、
ト
ミ
エ
テ
、
コ
レ
ヨ
リ
後
面
、
親
王
諸
王
ト
ツ
・
ケ
テ
書
ケ
ル
処
、
イ
ト
多
シ
、
サ
レ
臣
イ
マ
タ

　
　
ま
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
ョ
　
　
　
タ
ケ
チ

　
　
皇
子
ヲ
マ
サ
シ
ク
親
王
ト
唱
ヘ
シ
事
ハ
ナ
ク
テ
、
ミ
ナ
大
津
ノ
皇
子
、
高
市
ノ
皇
子
ナ
ト
・
称
シ
テ
、
大
津
親
王
、
高
市
親
王
ナ
ト

　
　
・
ハ
称
セ
サ
リ
シ
ト
オ
モ
ハ
ル
、
要
ス
ル
所
、
日
本
紀
二
親
王
ト
ア
ル
ハ
、
主
上
二
親
シ
キ
王
ト
云
コ
ト
ニ
テ
、
イ
マ
タ
ソ
ノ
人
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ
　
　
　
コ

　
　
名
目
ニ
テ
ハ
ア
ラ
サ
リ
シ
ナ
リ
、
ソ
ノ
後
続
日
本
紀
二
至
テ
、
文
武
天
皇
四
年
．
ノ
五
二
、
浄
大
参
刑
部
親
王
ト
ア
リ
、
コ
レ
皇
子
ヲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
と
ナ
ヨ
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヒ
メ
ミ
コ
　
　
　
　
　
　
　

ミ
　

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
メ
と
コ

　
　
親
王
ト
イ
ヘ
ル
瓶
メ
ナ
リ
、
マ
タ
日
本
紀
ニ
ハ
、
女
御
子
ヲ
ハ
、
ミ
ナ
皇
女
ト
ア
リ
、
皇
子
ヲ
親
王
ト
イ
フ
ヨ
リ
、
皇
女
ヲ
内
親
王

　
　
ト
イ
ヘ
ル
コ
ト
、
当
然
ナ
レ
臣
、
下
女
儀
ハ
、
御
事
業
ノ
二
二
載
ス
ヘ
キ
「
少
ナ
キ
ユ
エ
ニ
、
ヤ
・
後
ニ
ナ
リ
テ
、
続
日
本
紀
亡
帝

　
　
ノ
慶
雲
三
年
二
、
四
品
多
紀
内
親
王
ト
載
セ
タ
リ
、
コ
レ
靱
メ
ナ
ル
ヘ
シ
、
コ
レ
ヨ
リ
サ
キ
、
大
宝
ノ
令
条
二
、
親
王
、
内
親
王
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
ピ
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
メ
ミ
コ

　
　
ア
レ
ハ
、
勿
論
皇
子
ヲ
親
王
、
皇
女
ヲ
内
親
王
ト
イ
フ
コ
ト
、
文
武
ノ
御
代
ヨ
リ
ハ
、
定
制
ニ
ナ
レ
リ
、

と
い
う
文
章
で
あ
る
。
こ
の
文
章
が
誰
の
手
に
な
る
も
の
か
何
の
識
語
も
な
い
が
、
そ
の
内
容
か
ら
み
て
、
近
藤
芳
樹
の
も
の
で
あ
る
と

み
て
間
違
い
な
か
ろ
う
。
そ
し
て
「
謹
テ
故
実
ヲ
検
ス
ル
ー
こ
云
々
の
文
章
の
後
に
福
羽
の
「
考
按
」
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
は

　
　
　
　
　
　
考
　
按

　
　
自
今
皇
子
皇
女
ハ
親
王
宣
下
二
不
及
即
親
王
内
親
王
ト
被
称
当
然
事
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但
品
位
ハ
可
被
叙
事

福
羽
美
静

　
　
　
　
　
　
別
紙
添

と
あ
っ
て
、
結
論
の
み
が
先
ず
記
さ
れ
、
そ
の
後
に
別
紙
に
日
本
書
紀
以
下
の
史
書
や
律
令
か
ら
関
連
記
事
が
抜
き
書
き
さ
れ
て
い
る
。

　
故
に
、
　
「
皇
親
」
論
議
が
行
わ
れ
る
前
に
、
近
藤
や
福
羽
が
親
王
宣
下
廃
止
の
建
議
を
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
残
念
な
が
ら

こ
れ
ら
に
も
建
議
の
年
次
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
た
幸
い
な
こ
と
に
、
近
藤
芳
樹
の
日
記
が
残
さ
れ
て
い
て
（
国
学
院

大
生
日
本
文
化
研
究
所
所
蔵
影
写
本
）
、
近
藤
が
親
王
内
親
王
の
こ
と
を
取
り
調
べ
た
期
日
が
特
定
で
き
る
。
す
な
わ
ち
同
日
記
の
明
治
九
年

二
月
八
日
条
に

　
　
今
日
親
王
内
親
王
ノ
「
ヲ
書
出
ス
ヘ
キ
由
ニ
テ
考
証
ヲ
本
省
へ
出
ス

と
見
え
て
お
り
、
当
時
宮
内
省
皇
学
御
用
掛
で
あ
っ
た
近
藤
に
対
し
て
「
親
王
内
親
王
ノ
「
」
を
調
査
せ
よ
と
命
じ
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
日
近
藤
が
宮
内
省
に
提
出
し
た
「
親
王
内
親
王
ノ
「
」
に
つ
い
て
の
考
証
と
は
、
右
に
引
用
し
た
「
親

王
内
親
王
考
案
二
則
」
も
し
く
は
「
親
王
内
親
王
」
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。
そ
う
と
す
れ
ば
、
　
「
皇
親
」
論
議
が
行
わ
れ
た
の
は
明
治

九
年
二
月
八
目
以
降
で
あ
ら
ね
ぽ
な
ら
ず
、
ま
た
皇
子
女
の
親
王
宜
下
が
廃
止
さ
れ
た
明
治
九
年
五
月
三
十
日
以
前
（
後
述
参
照
）
の
間

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
「
亜
門
」
論
議
の
時
期
が
右
の
よ
う
に
限
定
で
き
る
と
す
れ
ば
、
論
議
を
行
っ
た
人
た
ち
の
地
位
も
限

定
で
き
よ
う
。
今
、
明
治
九
年
四
月
の
官
員
録
そ
の
他
に
よ
っ
て
彼
ら
の
地
位
を
示
す
と
、
徳
大
寺
は
正
二
位
宮
内
卿
、
香
川
は
従
五
位

宮
内
大
向
、
近
藤
は
宮
内
省
御
用
掛
、
谷
森
は
正
七
位
修
史
局
三
等
撰
、
井
上
は
正
六
位
二
等
法
制
官
、
万
里
小
路
は
正
三
位
宮
内
大
輔

で
あ
る
。
但
し
小
河
が
こ
の
時
点
で
ど
の
よ
う
な
地
位
に
い
た
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
明
治
八
年
九
月
の
官
員
録
に
よ
れ
ば
、
小
河
は
正
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院
七
等
出
仕
で
、
し
か
も
同
じ
正
院
の
五
等
出
仕
に
井
上
が
、
七
等
出
仕
に
谷
森
が
名
前
を
連
ね
て
い
る
の
で
、
小
河
・
井
上
・
谷
森
の

三
名
は
正
院
で
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
然
り
と
す
れ
ば
、
こ
の
「
皇
親
」
論
議
は
宮
内
省
一
局
の
み
の
論
議
で
は
な

く
、
明
治
政
府
の
論
議
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
よ
う
。

　
な
お
、
近
藤
の
日
記
の
明
治
九
年
三
月
十
日
条
に
は

　
　
今
日
皇
后
妃
娯
等
ノ
御
誕
生
皇
子
ノ
一
件
見
込
書
本
省
へ
遣
ス

と
あ
っ
て
、
近
藤
が
「
皇
后
妃
面
々
ノ
御
誕
生
皇
子
ノ
一
件
見
込
書
」
を
宮
内
省
に
提
出
し
て
い
る
が
、
こ
の
日
に
近
藤
が
提
出
し
た
も

の
が
ど
の
よ
う
な
内
容
の
も
の
か
は
定
か
で
は
な
い
。

三
　
「
皇
親
」
の
価
値

明治初年の「皇親」論議

　
さ
て
、
　
「
皇
籍
」
論
議
の
テ
ー
マ
は
親
王
宣
下
有
無
に
つ
い
て
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
剛
具
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
単
に
親
王
宣
下
の

み
な
ら
ず
、
後
宮
の
こ
と
、
養
子
猶
子
の
こ
と
、
宮
号
の
こ
と
、
外
国
と
の
関
係
、
法
典
編
纂
と
の
関
係
、
皇
子
女
命
名
の
こ
と
、
外
戚

の
こ
と
、
皇
太
后
の
こ
と
、
院
号
の
こ
と
、
准
后
の
こ
と
、
追
尊
の
こ
と
、
そ
し
て
皇
統
の
こ
と
な
ど
、
親
王
宣
下
に
関
わ
る
実
に
多
方

面
の
問
題
に
論
及
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
諸
問
題
の
う
ち
、
特
に
興
味
深
い
の
は
、
小
河
が
こ
の
論
議
の
口
火
を
後
宮
の
制
度
か
ら
切

っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
小
河
は
後
宮
職
員
令
に
「
妃
二
面
四
品
以
上
夫
人
三
員
三
位
以
上
妓
四
人
五
位
以
上
」
と
あ
る
の
に

倣
っ
て
、
天
皇
の
配
偶
者
は
皇
后
と
妃
と
媛
と
に
定
め
ら
れ
る
べ
し
と
指
摘
し
、
　
「
典
侍
掌
侍
等
ノ
寝
御
二
巴
シ
皇
子
女
ヲ
育
ス
ヘ
キ
ハ

皆
娯
ト
改
メ
ラ
ル
ヘ
シ
、
白
山
員
数
ヲ
定
メ
ラ
レ
サ
ル
ヘ
シ
、
娯
ノ
所
生
ノ
皇
子
宝
柞
ヲ
践
玉
ハ
・
其
媛
ヲ
準
后
ト
セ
ラ
ル
ヘ
シ
、
（
中
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略
）
右
ノ
如
キ
格
ニ
ナ
ル
ト
キ
ハ
庶
子
ヲ
正
后
ノ
御
養
子
ト
ナ
サ
ル
・
二
及
ハ
ス
、
モ
シ
娯
ヲ
置
レ
ス
シ
テ
名
義
不
正
ノ
御
子
ヲ
皇
后
ノ

御
養
子
ト
ナ
サ
レ
テ
典
法
ニ
モ
ト
ル
ナ
リ
」
と
主
張
し
て
い
る
。
確
か
に
こ
の
小
河
の
主
張
は
一
理
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
典
侍
や
墨
書
は

本
来
女
官
で
あ
っ
て
天
皇
の
配
偶
者
で
は
な
く
、
天
皇
皇
后
の
世
話
を
す
る
と
い
う
任
務
を
帯
び
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
正

規
の
配
偶
者
で
は
な
い
女
官
が
「
名
義
不
正
」
で
「
典
法
ニ
モ
ト
ル
」
皇
胤
を
宿
す
か
ら
皇
后
養
子
な
ど
の
問
題
も
起
こ
る
の
で
あ
る
。

け
れ
ど
も
、
現
実
問
題
と
し
て
、
既
に
明
治
天
皇
に
は
皇
后
一
条
美
子
以
外
に
寝
鳥
に
侍
る
女
官
が
お
り
、
権
典
侍
の
葉
室
光
子
、
橋
本

夏
子
、
柳
原
愛
子
ら
は
皇
子
女
を
産
ん
で
い
た
か
ら
、
小
河
の
主
張
通
り
に
な
る
の
は
難
し
い
。
徳
大
寺
や
香
川
が
妃
媛
官
設
置
は
適
当

で
な
い
と
反
対
し
て
い
る
の
も
当
然
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
皇
后
養
子
の
制
度
や
親
王
家
の
存
在
が
名
分
に
合
わ
な
い
こ
と
で
あ
る
と
わ
か

っ
て
い
て
も
、
な
か
な
か
改
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
、
皇
后
に
然
る
べ
き
皇
胤
が
宿
ら
ず
、
皇
統
が
絶
え
る
恐
れ
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
し
か
も
権
典
侍
ら
が
産
ん
だ
皇
子
女
も
早
澄
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
か
ら
、
皇
位
継
承
者
を
得
る
為
の
手
段
と
し
て
の
養
子
制
度
や

親
王
家
の
存
在
を
一
挙
に
な
く
す
と
い
う
わ
け
に
は
ゆ
か
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
香
川
が
「
侍
御
ノ
局
ハ
位
階
ノ
、
ミ
賜
り
、
何
位
ノ
局

ト
相
称
シ
、
非
役
ノ
方
可
燃
、
妃
嬢
母
御
設
置
ノ
儀
ハ
不
可
然
存
亡
事
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
侍
御
の
局
は
非
役
と
し
て
位
の
み
を

与
え
る
と
い
う
現
実
路
線
が
暫
く
続
き
、
ま
た
庶
子
の
処
遇
も
香
川
が
「
庶
出
ノ
皇
子
皇
太
子
二
立
サ
セ
玉
フ
時
ハ
皇
后
ノ
御
養
子
ト
為

シ
」
と
述
べ
て
い
る
通
り
に
進
展
し
、
権
典
侍
柳
原
愛
子
が
産
ん
だ
第
三
皇
子
嘉
仁
親
王
（
後
の
大
正
天
皇
）
も
明
治
二
十
年
八
月
三
十

一
日
に
皇
后
の
実
子
と
し
た
ほ
ど
で
あ
る
。
因
み
に
嘉
仁
親
王
を
皇
后
の
実
子
と
す
る
こ
と
は
各
皇
族
に
通
知
さ
れ
た
だ
け
で
、
官
報
に

も
登
載
さ
れ
な
い
こ
と
に
さ
れ
た
（
『
皇
室
法
規
類
聚
』
及
び
『
皇
室
制
度
史
料
、
皇
族
、
一
』
に
よ
る
）
。

　
次
に
な
る
ほ
ど
と
思
う
の
は
、
旧
来
の
画
聖
の
制
度
が
「
外
各
国
二
対
シ
テ
不
都
合
」
で
あ
り
、
　
「
内
諸
法
編
纂
ノ
障
害
」
と
な
る
と

の
観
点
か
ら
も
論
じ
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
虜
治
の
日
本
が
近
代
化
ナ
る
た
め
に
に
、
ま
ず
西
洋
流
の
法
制
度
を
導
入
す
る
必
要
が
あ
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つ
た
が
、
そ
の
た
め
に
は
西
洋
流
の
親
族
法
や
相
続
法
も
当
然
考
慮
さ
れ
ね
ぽ
な
ら
な
い
。
と
す
れ
ぽ
、
親
王
宣
下
の
問
題
も
こ
れ
を
西

洋
法
的
な
観
点
か
ら
捉
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
「
皇
親
」
に
は
誰
の
発
言
か
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
　
「
外
国
ノ
法
帖
ク
朝
草
家
ト
国

家
ト
ヲ
区
分
ス
」
云
々
の
一
文
が
あ
り
、
皇
親
の
問
題
を
財
産
相
続
法
の
面
か
ら
分
析
し
、
ま
た
姻
族
外
族
と
「
皇
親
」
と
の
関
係
を
親

族
法
の
面
か
ら
論
じ
る
と
い
う
よ
う
に
、
外
国
法
と
辻
褄
が
合
う
よ
う
に
し
た
い
と
の
配
慮
が
あ
っ
た
。
明
治
初
年
以
来
、
フ
ラ
ン
ス
民

法
に
模
し
て
わ
が
国
で
も
民
法
を
編
纂
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
り
、
明
治
五
年
に
は
左
院
で
、
わ
が
国

の
習
慣
で
あ
っ
た
家
督
相
続
法
と
フ
ラ
ン
ス
の
財
産
相
続
法
と
の
折
衷
案
が
起
草
さ
れ
た
。
そ
し
て
左
院
が
明
治
八
年
四
月
に
廃
止
さ
れ

る
と
、
司
法
省
で
民
法
編
纂
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
明
治
九
年
六
月
か
ら
編
纂
に
着
手
さ
れ
た
。
一
方
、
太
政
官
法
制
局
で
も
相
続

法
に
つ
い
て
の
議
論
が
行
わ
れ
て
お
り
、
法
制
官
で
あ
っ
た
井
上
毅
も
、
明
治
九
年
四
月
九
日
に
「
嫡
庶
考
」
、
同
六
月
頃
に
は
「
財
産

相
続
意
見
案
」
、
「
相
続
法
意
見
案
」
、
「
嫡
長
弁
」
、
「
家
名
相
続
意
見
案
」
、
「
相
続
法
起
案
」
を
、
そ
し
て
同
年
七
月
に
は
「
門
戸
婚
律
意

見
案
」
を
認
め
て
い
る
。
井
上
は
右
の
「
嫡
駄
弁
」
の
中
で
、
わ
が
国
習
慣
の
「
一
子
相
続
ヲ
許
ス
ニ
於
テ
ハ
其
一
子
ト
イ
ヘ
ル
者
ヲ
予

定
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
」
　
「
果
シ
テ
衆
子
中
二
於
テ
相
続
ノ
一
子
ヲ
撰
定
セ
ン
ト
ナ
ラ
バ
、
第
一
嫡
庶
ノ
分
、
第
二
長
幼
ノ
序
、
第
三
実
義

ノ
別
ヲ
厳
間
脳
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
」
と
指
摘
し
、
そ
し
て
「
第
三
実
養
ノ
国
運
欧
洲
ニ
テ
之
ヲ
分
ツ
事
理
モ
厳
ナ
リ
」
と
述
べ
、
欧
洲
に
倣

っ
て
実
子
と
養
子
と
の
区
別
を
厳
格
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
ま
た
「
家
名
相
続
意
見
案
」
に
於
い
て
は
、
相
続
に
は
わ

が
国
の
慣
習
た
る
家
名
相
続
と
、
欧
洲
で
精
神
と
し
て
い
る
財
産
相
続
と
の
質
種
が
あ
り
、
家
名
相
続
に
は
「
一
人
一
丁
ノ
独
立
ヲ
妨

ケ
、
其
他
種
々
ノ
不
便
」
が
あ
る
と
い
う
弊
害
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
　
「
我
国
、
家
名
相
続
ノ
慣
習
ハ
由
テ
来
ル
所
已
二
極
シ
ク
、
上
下
人

民
ノ
脳
髄
二
浸
染
シ
、
一
朝
ニ
ソ
俄
カ
ニ
改
革
ス
ベ
キ
ニ
ア
ラ
ズ
」
と
言
い
、
結
局
、
家
名
相
続
の
中
の
甚
だ
し
い
弊
害
を
除
去
し
て
、
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2

「
一
家
ヲ
廃
ス
ル
ノ
自
由
」
「
相
続
ヲ
辞
ス
ル
ノ
自
由
」
「
財
産
分
配
ノ
自
由
」
「
別
居
分
家
ノ
自
由
」
な
ど
欧
洲
の
制
度
を
取
り
入
れ
る



よ
う
に
し
た
ら
よ
い
と
提
案
し
て
い
る
。
太
政
官
法
制
局
に
は
明
治
八
年
九
月
か
ら
フ
ラ
ン
ス
人
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が
雇
わ
れ
て
お
り
、
法

律
上
の
質
問
に
答
え
て
い
る
か
ら
、
井
上
も
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
か
ら
フ
ラ
ン
ス
民
法
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
教
わ
っ
た
に
相
違
な
い
。
井
上
の

「
嫡
長
弁
」
や
「
家
名
相
続
意
見
案
」
は
、
こ
こ
で
問
題
に
し
て
い
る
「
皇
親
」
論
議
よ
り
も
一
月
ほ
ど
後
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
こ
の

よ
う
な
民
法
編
纂
の
雰
囲
気
の
中
で
「
皇
親
」
論
議
も
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
当
時
の
法
制
局
で
は
、
わ
が
国
の
慣
習
で
あ
る

家
名
相
続
と
西
洋
で
主
流
と
な
っ
て
い
る
財
産
相
続
と
の
い
ず
れ
を
わ
が
国
の
新
た
な
相
続
法
に
採
用
す
る
か
、
或
い
は
両
者
を
如
何
に

し
て
融
合
せ
し
め
る
か
と
い
う
こ
と
に
頭
を
悩
ま
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
皇
族
制
度
を
議
論
す
る
に
つ
い
て
も
、
民
法
編
纂

と
同
様
、
絶
え
ず
西
洋
の
制
度
が
顧
慮
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
さ
て
、
　
「
皇
親
」
論
議
で
直
ち
に
現
実
化
さ
れ
た
の
は
皇
子
女
の
親
王
宣
下
廃
止
の
み
で
あ
っ
て
、
明
治
九
年
五
月
三
十
日
に

　
　
皇
子
女
御
降
誕
ノ
節
日
自
今
宣
下
二
重
ハ
ス
直
二
親
王
内
親
王
ト
上
士
ラ
ル
ヘ
ク
被
早
出
候
条
宣
旨
布
告
候
事

と
の
布
告
が
出
さ
れ
た
。
　
『
明
治
天
皇
紀
』
は
、
こ
の
皇
子
女
の
親
王
宣
下
廃
止
に
つ
い
て

　
　
客
歳
一
月
、
皇
子
・
皇
女
誕
生
の
際
に
於
け
る
諸
式
制
定
せ
ら
れ
、
其
の
第
十
三
条
に
嫡
出
の
皇
子
・
皇
女
は
命
名
の
即
日
親
王
宣

　
　
下
あ
り
、
庶
出
の
皇
子
・
皇
女
は
百
日
或
は
満
一
年
半
叡
慮
を
以
て
親
王
宣
下
あ
る
べ
し
と
定
め
た
り
、
然
る
に
宮
内
卿
徳
大
寺
実

　
　
則
、
親
王
宣
下
は
中
古
以
来
の
制
に
し
て
、
皇
胤
に
遠
き
諸
王
子
を
御
猶
子
・
御
養
子
に
為
し
た
ま
ふ
に
当
り
て
行
は
せ
ら
れ
し
に

　
　
起
因
す
と
の
説
に
由
り
、
今
年
薫
子
皇
女
の
満
一
年
に
当
り
て
此
の
第
十
三
条
を
刷
除
し
、
嫡
庶
共
に
命
名
の
即
日
親
王
・
内
親
王

　
　
と
称
し
、
以
て
往
古
の
制
に
復
す
べ
し
と
の
議
を
太
政
大
臣
に
上
申
す
、
乃
ち
勅
し
て
、
皇
子
・
皇
女
誕
生
の
節
は
、
自
今
宣
下
を

　
　
用
み
ず
、
直
に
親
王
・
内
親
王
と
称
せ
し
め
た
ま
ふ
、
是
の
日
、
浮
れ
を
公
布
す
、

と
記
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
「
皇
親
」
論
議
の
も
た
ら
し
た
当
面
の
効
果
は
わ
ず
か
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
「
皇
親
」
の
中
で
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も　
　
現
時
養
子
ノ
制
猶
未
タ
確
定
セ
ス
、
故
二
先
ツ
古
来
ノ
慣
法
ト
旧
政
府
ノ
制
度
ト
ヲ
酌
量
シ
テ
追
々
御
達
ノ
旨
モ
有
之
ト
垂
紐
、
其

　
　
為
メ
相
続
上
ノ
不
都
合
相
生
シ
亦
収
拾
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
勢
ア
ル
ニ
至
ラ
ン
ト
ス
、
是
慣
習
旧
制
ノ
養
子
方
法
既
二
改
正
セ
サ
ル
ヘ
カ

　
　
ラ
サ
ル
ノ
時
ナ
レ
ハ
、
先
ツ
庶
家
首
級
ノ
制
度
二
於
テ
右
区
別
着
手
有
之
可
然
、
然
ル
時
ハ
自
然
世
襲
親
王
家
ヲ
モ
（
御
直
キ
宮
ノ

　
　
外
）
皇
親
外
ノ
王
族
ト
セ
サ
セ
ラ
ル
・
ノ
御
旨
意
二
適
シ
、
各
国
二
対
セ
ラ
レ
テ
モ
不
都
合
ナ
キ
ノ
良
制
ナ
ラ
ン
カ
、

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ま
だ
民
法
典
も
編
纂
途
中
で
、
従
っ
て
養
子
制
度
に
つ
い
て
も
確
定
し
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
か
ら
、
最

も
守
旧
的
な
皇
族
制
度
が
す
ぐ
に
改
め
ら
れ
る
筈
も
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
皇
親
」
論
議
に
参
加
し
た
井
上
の
手
元

に
こ
の
史
料
が
保
存
さ
れ
、
そ
し
て
井
上
が
皇
室
典
範
を
起
草
す
る
段
に
な
う
て
こ
の
論
議
が
参
考
に
さ
れ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
こ
と
で

あ
り
、
　
「
皇
親
」
論
議
で
提
起
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
が
井
上
の
手
に
よ
っ
て
決
着
を
つ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
明
治
初
年
以
来
の
皇
族
制
度
が
ど
の
よ
う
な
意
図
の
下
に
ど
の
よ
う
に
し
て
変
遷
し
て
き
た
の
か
は
、
史
料
の
制
約
も
あ
っ
て
、
一
般

に
は
明
か
で
な
い
点
が
多
い
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
「
皇
親
」
は
、
宮
内
省
や
政
府
の
役
人
が
具
体
的
に
問
題
点
を
指
摘
し
、
率
直

に
意
見
を
述
べ
て
議
論
し
て
い
る
だ
け
に
、
貴
重
な
資
料
で
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
な
お
、
　
「
再
応
」
に
は
文
章
が
や
や
曖
昧
な
箇
所
や
誰
の
発
言
か
不
明
の
部
分
も
数
箇
所
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
解
明
は
他
日
を
期
す
る

こ
と
に
し
た
い
。
ま
た
翻
刻
に
際
し
て
は
適
宜
読
点
を
施
し
、
字
体
も
通
行
の
も
の
に
改
め
た
。
な
お
、
行
頭
の
丸
印
は
朱
筆
、
文
中
の

丸
印
は
墨
筆
で
あ
り
、
ま
た
随
所
に
朱
点
が
施
こ
さ
れ
て
い
る
が
、
」
々
翻
刻
す
る
の
は
省
略
し
た
。
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四
「
皇
親
」
の
翻
刻

222

皇
親

　
一
敏
云
、
後
宮
職
制
ノ
事
、
皇
子
女
親
王
宣
下
ノ
有
無
ヲ
論
ス
ル
ヨ
リ
シ
テ
御
所
生
ノ
「
二
及
ヒ
、
後
宮
ノ
ナ
マ
ヲ
云
ト
キ
ハ
皇
后
ヨ

　
リ
ス
ベ
シ
、

　
一
敏
云
、
後
宮
ノ
称
謂
ヲ
按
ス
ル
ニ
、
古
事
記
ハ
嫡
后
大
后
ノ
字
ハ
有
レ
臣
立
后
ノ
「
ヲ
ノ
セ
ズ
、
姿
某
国
生
御
子
ト
ノ
ミ
ァ
リ
醐
添
殊

　
淋
舞
耕
』
製
ダ
旺
循
叡
輔
謝
脚
ゴ
仕
諌
垢
捉
出
刃
∀
日
本
書
紀
皇
后
ト
有
テ
ヨ
ウ
三
二
至
ル
迄
母
后
二
百
字
ヲ
用
ヒ
来
ル
ニ
、
其
孔
門
何
ノ
代
ナ

　
リ
や
不
詳
、
但
上
古
ヨ
リ
其
姓
ヲ
選
ハ
レ
、
皇
后
ハ
皆
銭
無
ノ
遠
カ
ラ
サ
ル
コ
ソ
多
ケ
レ
、
一
列
ノ
家
ヨ
リ
メ
サ
レ
タ
ル
ハ
初
ハ
夫
人

　
ニ
テ
、
後
二
、
皇
后
二
進
ミ
禰
期
妊
夫
人
ノ
塗
筆
テ
ヨ
リ
後
ハ
女
御
ヨ
リ
進
マ
セ
ラ
ル
・
目
今
二
至
ル
マ
テ
ノ
例
ナ
リ
、
只
内
親
王
ノ
ミ
直

　
チ
ニ
皇
后
二
立
玉
ヘ
リ
、

　
　
東
宮
ノ
妃
ノ
早
ク
卒
シ
タ
ル
ヲ
、
即
位
ノ
後
皇
后
ヲ
贈
ラ
レ
タ
ル
モ
間
々
ア
リ
、
又
庶
出
ノ
皇
子
即
位
ニ
テ
前
帝
猶
現
在
シ
玉
へ

　
　
ハ
、
御
子
ヨ
リ
御
生
母
ヲ
皇
后
ト
尊
ハ
レ
タ
ル
モ
ア
リ
、
又
内
親
王
ニ
ハ
天
皇
ノ
準
母
ト
ナ
リ
テ
ハ
、
後
宮
ニ
イ
ラ
ス
シ
テ
皇
后
ト

　
　
称
セ
ラ
ル
・
モ
ア
リ
、
今
皆
略
之
、
　
中
宮
ノ
称
イ
ツ
レ
ノ
代
二
始
ル
ヲ
シ
ラ
ス
、
日
本
即
日
、
中
宮
之
号
、
古
称
大
皇
大
后
皇
大

　
　
后
皇
后
三
宮
、
而
中
葉
以
還
独
為
皇
后
別
称
云
々
、
職
官
垂
耳
、
中
宮
東
宮
職
不
斥
尊
異
称
皇
居
辞
爾
、
同
書
ノ
考
按
ハ
ア
タ
レ
リ

　
　
ト
云
ヘ
シ
、
倦
中
世
皇
后
中
宮
並
ヒ
置
レ
タ
ル
モ
多
ク
、
時
世
ニ
ョ
リ
ソ
ノ
サ
マ
ノ
プ
リ
有
レ
臣
、
愛
二
旨
ト
ス
ル
所
ニ
ア
ラ
サ
レ

　
　
ハ
其
弁
ヲ
略
ス
、
皇
后
ノ
外
更
二
別
称
ト
シ
テ
立
ラ
ル
ヘ
キ
ニ
ハ
ア
ラ
サ
ル
ナ
リ
、
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日
本
書
紀
二
葉
丸
煮
妃
皇
夫
人
夫
人
娯
等
ノ
称
ア
リ
、
支
那
籍
皇
国
二
入
テ
ヨ
リ
ッ
ギ
ツ
ギ
支
那
風
ノ
ヲ
移
サ
レ
タ
ル
後
ノ
サ
マ
ヲ
、

舎
人
親
王
ハ
前
代
二
言
ホ
サ
レ
テ
如
斯
記
サ
レ
タ
ル
ナ
リ
煤
赫
廻
慰
町
厭
勲
記
二
今
ハ
大
宝
令
以
後
ノ
例
ヲ
挙
ク
、
　
大
宝
令
云
、
妃
二

員
四
品
以
上
、
夫
人
諸
員
四
位
以
上
、
媛
四
人
五
位
以
上
ト
ア
リ
、
嬢
ハ
聖
武
朝
ヨ
リ
古
拙
其
称
ヲ
見
ス
、
妃
夫
人
ノ
員
モ
令
ノ
如
ク

ニ
ハ
見
エ
サ
レ
托
、
此
岸
詔
旨
置
レ
、
意
思
武
ノ
朝
女
御
更
衣
ヲ
置
レ
テ
ヨ
リ
妃
夫
人
女
御
更
衣
交
野
テ
、
淳
和
ノ
朝
ヨ
リ
コ
ノ
二
丁

夫
人
ノ
称
ヲ
見
ス
、
女
御
更
衣
ハ
数
多
置
レ
タ
ル
ニ
、
更
衣
ハ
鳥
羽
ノ
朝
二
在
テ
ヨ
リ
後
其
称
ヲ
見
ス
、
女
御
モ
漸
ク
減
シ
、
二
条
朝
ノ

頃
ヨ
リ
一
病
二
皇
后
二
立
玉
フ
サ
マ
ナ
リ
、
後
陽
成
書
以
後
女
御
ノ
接
待
殊
二
重
ク
ナ
レ
リ
ト
錐
臣
猶
大
典
侍
ノ
次
二
立
町
フ
ナ
リ
、

右
ヲ
準
拠
ト
シ
テ
後
宮
ノ
制
ヲ
案
ス
ル
ニ
、

天
子
ハ
后
妃
媛
ト
シ
、
夫
人
女
御
更
衣
ノ
名
ヲ
廃
ス
、
親
王
一
塩
妾
ト
シ
御
息
所
家
女
房
ノ
名
ヲ
廃
ス
、

諸
王
諸
臣
個
室
妾
又
ハ
妻
妾
ト
ス
、
　
令
ニ
ノ
セ
タ
ル
妃
ハ
内
親
王
二
二
レ
臣
今
是
ヲ
改
メ
、
総
要
ニ
イ
ヘ
ル
貴
次
干
后
者
日
妃
ノ
字

義
ニ
ヨ
リ
従
三
位
以
上
ト
シ
、
皇
后
二
立
セ
ラ
ル
ヘ
キ
ヲ
先
ツ
妃
ト
ナ
シ
テ
入
宮
セ
シ
メ
ラ
レ
、
女
徳
弥
備
リ
玉
フ
ヲ
見
テ
後
皇
后
二

立
ラ
ル
ヘ
シ
、
是
皇
后
ヲ
重
ク
セ
ラ
レ
且
臣
下
ヨ
リ
直
チ
ニ
皇
后
二
立
玉
ハ
サ
ル
古
来
ヨ
リ
今
日
マ
テ
ノ
風
ヲ
猶
モ
後
世
二
存
ス
ル
ナ

リ
、
万
世
ノ
後
内
親
王
ノ
入
宮
シ
玉
フ
「
ア
ラ
バ
直
二
皇
后
タ
ル
『
魚
道
ノ
如
ク
ナ
ル
ヘ
シ
、
　
嫉
ハ
令
ノ
マ
・
二
従
五
位
以
上
ト
ス

ヘ
シ
、
初
ヨ
リ
妓
タ
ル
モ
有
ヘ
シ
、
又
モ
シ
典
侍
主
音
等
ノ
寝
御
二
選
シ
、
皇
子
女
ヲ
育
ス
ヘ
キ
ハ
皆
媛
ト
改
メ
ラ
ル
ヘ
シ
、
娯
ハ
員

数
ヲ
定
メ
ラ
レ
サ
ル
ヘ
シ
、
　
媛
ノ
所
生
ノ
皇
子
宝
柞
ヲ
践
玉
ハ
・
其
娯
ヲ
準
后
ト
セ
ラ
ル
ヘ
シ
、
猶
此
事
ハ
下
二
詳
ニ
ス
、

　
右
ノ
如
キ
格
ニ
ナ
ル
ト
キ
ハ
、
庶
子
ヲ
買
上
ノ
御
養
子
ト
ナ
サ
ル
・
二
士
ハ
ス
、
モ
シ
娯
ヲ
置
レ
ス
シ
テ
名
義
不
正
ノ
御
子
ヲ
皇
后

　
ノ
御
養
子
ト
ナ
サ
レ
テ
典
法
ニ
モ
ト
ル
ナ
リ
、
故
二
暫
ク
皇
朝
上
古
ヨ
リ
ノ
風
ト
支
那
ノ
制
ニ
ナ
ラ
ヒ
嫉
ヲ
置
レ
、
皇
子
ヲ
シ
テ
振

　
々
タ
ラ
シ
ム
ル
ヲ
穏
当
ト
セ
シ
ノ
ミ
、
　
親
王
二
妃
ノ
字
ヲ
用
ル
ハ
、
礼
檀
弓
二
太
子
嫡
室
亦
日
妃
ニ
ヨ
リ
タ
ル
ヤ
、
皇
国
ニ
チ
モ

泌



　
　
東
宮
二
妃
ノ
字
ヲ
用
ヒ
、
又
是
ヲ
仮
テ
ヤ
親
王
二
瀬
ヒ
タ
ル
例
ア
ル
ニ
ヨ
ル
也
鰐
珪
駈

　
実
則
云
、
妃
娯
夫
人
等
ノ
官
名
ヲ
置
ル
・
「
諸
員
ノ
論
ア
リ
ト
錐
匡
、
今
日
ノ
時
躰
殊
更
二
野
ノ
官
ヲ
置
ル
・
ハ
穏
当
ナ
ラ
サ
ル
ニ
似

　
タ
リ
、
侍
御
ノ
局
位
階
ヲ
賜
り
何
位
局
ト
称
ル
方
融
然
、
位
階
昇
級
二
年
限
ヲ
定
ル
ハ
シ
カ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
、

　
　
出
身
二
十
歳
、
　
従
五
位
ヨ
リ
正
四
位
二
止
ル
、

　
皇
統
ヲ
続
キ
給
フ
皇
子
降
誕
ノ
節
ハ
、
御
一
二
即
キ
給
フ
裏
写
一
位
宣
下
シ
カ
ル
ヘ
シ
、

　
敬
三
云
、
信
楽
ノ
局
ハ
位
階
ノ
ミ
賜
り
、
何
位
ノ
局
ト
相
称
シ
、
非
役
ノ
方
南
然
、
妃
嫉
官
御
設
置
ノ
儀
ハ
不
可
然
存
候
事
、
　
庶
出

　
ノ
皇
子
皇
太
子
二
立
サ
翠
玉
フ
時
間
皇
后
ノ
御
養
子
ト
為
シ
、
其
実
母
ニ
ハ
従
二
位
ヲ
賜
り
、
御
位
二
士
カ
セ
玉
フ
時
弔
電
一
位
ヲ
賜

　
リ
可
然
存
候
事
、

謹
テ
考
フ
ル
ニ
、
侍
御
ノ
儀
日
系
貫
二
傍
ラ
セ
ラ
ル
・
モ
妨
ケ
ナ
シ
ト
難
臣
、
若
シ
女
官
中
豊
瑞
ヲ
夢
、
ミ
皇
胤
ヲ
ヤ
ド
サ
セ
ラ
ル
・
ノ
事

ア
ラ
バ
、
其
事
ヲ
解
キ
推
シ
テ
妃
嫉
ト
セ
ラ
ル
・
ノ
制
ヲ
設
ケ
ラ
レ
然
ル
ヘ
キ
歎
、
降
誕
皇
子
女
ノ
母
タ
ル
者
ヲ
妃
嫁
ト
セ
サ
セ
玉
フ
博

ハ
、
三
皇
子
女
ハ
旧
制
ノ
如
ク
強
テ
皇
后
御
実
子
ト
セ
サ
セ
玉
川
サ
ル
モ
可
ナ
ラ
ン
カ
（
皇
后
御
養
子
ト
セ
サ
セ
玉
フ
ハ
此
限
ニ
ア
ラ
ス
）
、

今
右
二
述
フ
ル
所
二
依
リ
、
親
王
宣
下
有
無
ノ
如
何
ヲ
区
分
ス
ル
「
左
ノ
如
シ
、

第第第第
四

皇
后
御
実
子
ハ
宣
下
ヲ
待
タ
ス
シ
テ
親
王
タ
リ
、

妃
媛
タ
ル
者
ノ
降
誕
ス
ル
所
ノ
皇
子
女
モ
亦
宣
下
ヲ
待
タ
ス
シ
テ
親
王
タ
リ
、

妃
要
理
ア
ラ
サ
ル
女
官
若
皇
胤
懐
胎
ノ
瑞
徴
ア
リ
シ
ヨ
リ
之
ヲ
妃
妓
ト
セ
ラ
ル
・
ハ
、
其
降
誕
ノ
皇
子
女
ハ
即
チ
前
条
同
様
直
チ

ニ
親
王
タ
リ
、

妃
績
ニ
ア
ラ
サ
ル
女
官
重
責
女
ヲ
降
誕
ス
ル
モ
、
其
女
官
ヲ
妃
娯
小
耳
ラ
レ
サ
ル
博
ハ
、
其
皇
子
耳
輪
即
チ
諸
王
ト
シ
テ
直
チ
ニ
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第
五

第
六

親
王
ト
称
ス
ヘ
カ
ラ
ス
、
若
シ
叡
慮
ヲ
以
テ
親
王
ト
セ
ラ
ル
・
博
ハ
、
別
段
宣
下
ナ
カ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
、

妃
娯
ニ
ア
ラ
サ
ル
女
官
ニ
シ
テ
皇
子
女
ヲ
降
誕
シ
、
其
女
官
ヲ
後
日
妃
嬢
ト
セ
ラ
ル
・
博
ハ
、
其
皇
子
女
ハ
同
時
親
王
ト
ナ
ラ
セ

ラ
ル
・
ニ
シ
テ
、
別
二
宣
下
ア
ル
ニ
及
ハ
ス
、

謹
撰
（
即
チ
伏
見
宮
等
親
王
家
ト
称
ス
ル
者
ヲ
云
フ
）
親
王
宣
下
ノ
儀
ハ
三
家
相
続
ノ
一
人
山
限
リ
、
皇
后
御
養
子
或
ハ
舌
戦
養

子
ト
シ
テ
親
王
宣
下
ア
ル
ヘ
シ
、
晶
群
特
別
ノ
叡
慮
ア
ル
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
総
テ
諸
王
ノ
儘
タ
ル
ヘ
シ
、
但
シ
量
器
縦
令
皇
后
御
養

子
ト
ナ
ル
モ
、
順
次
ハ
御
直
キ
親
王
（
妃
娯
出
ニ
モ
セ
ヨ
）
ノ
下
列
タ
ル
ヘ
キ
ナ
リ
、

　
親
王
宣
下
ノ
つ
二
就
キ
別
一
二
説
ア
リ
、
日
ク

　
　
　
　
　
　
　
　

　
大
古
ハ
ミ
コ
ト
ノ
ミ
称
セ
ラ
レ
テ
、
皇
子
女
ト
モ
親
王
又
ハ
内
親
王
ト
モ
称
セ
ラ
ン
シ
「
ナ
シ
、
中
古
皇
子
女
子
ハ
親
王
等
ノ

　
文
字
ヲ
以
テ
斉
シ
ク
ミ
コ
ト
云
フ
詞
二
当
テ
ハ
メ
タ
リ
、
此
節
マ
テ
ハ
皇
子
女
ト
云
フ
モ
親
王
ト
云
フ
モ
尊
卑
ノ
二
一
ア
ラ
サ

　
リ
シ
、
其
後
御
真
子
ナ
ラ
サ
ル
人
ヲ
子
ト
セ
ラ
レ
、
又
ハ
其
子
大
統
ヲ
承
カ
セ
玉
フ
等
ノ
訳
ヲ
以
テ
特
二
親
王
宣
下
ノ
「
ア

　
リ
、
又
御
真
子
ナ
ル
皇
子
女
ヲ
モ
二
二
宣
下
ヲ
以
テ
親
王
ト
セ
ラ
レ
シ
、
此
場
合
ニ
ハ
親
王
ト
云
ヘ
ル
称
号
単
二
皇
子
女
ト
云

　
フ
ヨ
リ
ハ
尊
キ
者
ト
ナ
レ
リ
、
近
世
二
皮
リ
親
王
家
ナ
ル
量
定
マ
リ
、
其
家
二
生
レ
タ
ル
子
弟
ハ
親
王
ト
セ
ラ
ル
・
ノ
例
ト
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
む

　
レ
リ
、
右
ノ
如
キ
形
状
二
二
テ
考
フ
ル
ニ
、
親
王
家
二
生
レ
タ
ル
子
弟
ハ
親
王
宣
下
ナ
ケ
レ
パ
、
ミ
コ
ノ
列
二
非
ス
、
御
直
キ
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

　
皇
子
轟
轟
親
王
宣
下
ア
ラ
サ
ル
モ
ミ
コ
タ
ル
ニ
相
違
ナ
シ
、
然
レ
ハ
皇
子
女
ハ
特
命
ナ
ク
ト
モ
親
王
ニ
シ
テ
、
親
王
家
ノ
親
王

　
明
笛
子
女
ト
ナ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
、
是
親
王
ト
云
フ
称
号
却
テ
皇
子
女
ト
云
フ
ヨ
リ
モ
軽
キ
意
味
ト
ナ
レ
リ
、
字
義
二
就
テ
議
ス
ル

　
モ
王
ノ
字
ヨ
リ
モ
皇
ノ
字
ノ
方
尊
キ
者
ト
シ
テ
用
ヰ
来
レ
リ
、
故
二
今
後
ハ
太
古
ノ
制
ノ
如
ク
皇
子
女
ハ
皇
子
女
ノ
儘
ニ
テ
差
　
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
％

　
置
カ
レ
、
而
シ
テ
疎
遠
ナ
ル
皇
族
即
チ
親
王
家
ノ
子
弟
二
藍
リ
親
王
宣
下
ア
ル
方
親
疎
尊
卑
ノ
別
モ
瞭
然
ナ
ル
ヘ
シ
、



　
　
　
右
ノ
如
キ
説
モ
ア
レ
臣
、
今
般
ハ
親
王
宣
下
有
無
ノ
御
下
議
ニ
ソ
、
親
王
ト
皇
子
女
ト
ノ
区
別
ノ
御
下
議
二
非
ス
、
故
二
右
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰯

　
　
　
唯
御
参
考
ノ
為
メ
ノ
ミ
ニ
書
添
へ
置
候
也
、

○
芳
樹
云
、
妃
妓
ニ
ア
ラ
サ
ル
女
官
ノ
懐
胎
ハ
、
モ
ト
不
正
二
出
ル
が
故
二
降
誕
ア
リ
テ
モ
直
チ
ニ
親
王
ト
ハ
ナ
シ
難
キ
所
ア
リ
テ
、
後

　
日
ヲ
待
チ
、
ソ
ノ
母
ヲ
懐
旧
ト
シ
玉
フ
博
ハ
、
モ
ト
ヨ
リ
宣
下
ア
ル
ベ
キ
ナ
リ
、
然
ル
ニ
其
皇
子
女
ハ
、
同
時
二
親
王
ト
ナ
ラ
セ
ラ
ル

　
レ
臣
、
別
二
宣
下
ア
ル
ニ
及
バ
ザ
ル
博
ハ
、
コ
レ
皇
子
女
ノ
尊
卑
母
二
従
テ
定
マ
ル
が
如
シ
、
カ
・
ル
片
ハ
、
古
来
和
漢
ト
モ
ニ
喋
々

　
云
所
ノ
子
ハ
母
ヲ
以
テ
尊
シ
ト
イ
フ
多
義
二
恩
テ
、
甚
世
道
二
障
磯
ヲ
ナ
ス
ニ
至
ラ
ン
、
　
モ
ト
ヨ
リ
公
界
ニ
ア
ラ
ザ
ル
女
官
ノ
懐
胎

　
ハ
、
ア
ル
マ
ジ
キ
「
ニ
テ
、
拠
ナ
キ
斗
出
ル
「
ナ
レ
バ
、
皇
子
女
モ
、
其
母
ノ
妃
娯
ニ
ナ
レ
ル
後
ヲ
マ
チ
、
親
王
宣
下
ア
リ
テ
、
皇
子

　
女
ノ
尊
卑
、
母
ニ
ヨ
ラ
ザ
ル
ヲ
明
ラ
カ
ニ
シ
玉
フ
ベ
キ
「
ナ
リ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

　
又
云
、
皇
子
ト
云
モ
、
皇
女
ト
云
モ
、
親
王
内
親
王
ト
云
モ
、
文
字
二
差
別
ナ
ク
、
皆
御
子
ノ
義
ニ
テ
、
皇
子
ト
親
王
ト
ヲ
ハ
、
ミ
コ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む

　
唱
へ
、
皇
女
ト
内
親
王
ト
ヲ
バ
ヒ
メ
ミ
コ
ト
唱
フ
、
此
上
二
、
親
王
ノ
王
ノ
字
ヨ
リ
モ
、
皇
子
女
ノ
皇
ノ
字
ノ
カ
タ
、
尊
ト
キ
者
ト
シ

　
テ
、
用
ヰ
来
レ
リ
、
ト
ア
ル
ハ
、
後
世
御
難
親
ノ
御
方
ニ
モ
、
親
王
宣
下
ア
ル
ヨ
リ
、
親
王
ノ
字
ヲ
軽
キ
ヤ
ウ
ニ
覚
ユ
ル
而
已
ナ
リ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む

　
サ
レ
ハ
皇
子
女
ノ
重
字
ハ
、
御
父
ノ
天
皇
二
属
シ
テ
、
皇
子
ハ
即
チ
キ
ミ
ノ
コ
ノ
義
ナ
リ
、
親
王
ノ
王
字
ハ
、
皇
子
女
ノ
子
女
二
野
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
テ
、
コ
レ
皇
ノ
子
ニ
テ
、
王
タ
ル
方
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
皇
二
親
シ
キ
王
ト
云
義
、
ソ
ノ
親
字
ハ
、
諸
王
三
世
四
世
ナ
ド
ノ
疎
親
ニ
ク
ラ
ベ

　
テ
、
加
ヘ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
、
皇
子
ト
云
、
親
王
ト
云
二
、
更
二
差
別
ア
ル
「
ナ
シ
、
屯
田
諸
王
ニ
ワ
カ
チ
テ
、
殊
二
親
シ
キ
王
ト
云
義

　
ヲ
以
テ
、
称
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
、
サ
レ
ハ
親
王
ハ
モ
ト
主
上
ノ
御
子
二
三
ル
名
目
ナ
レ
臣
、
孫
王
ヲ
以
テ
親
王
ト
ナ
サ
レ
シ
例
モ

　
マ
・
ア
リ
、
固
ヨ
リ
御
子
ト
云
フ
筆
生
、
上
古
ニ
ー
於
テ
ハ
、
御
子
孫
ノ
末
、
何
十
代
ニ
テ
モ
カ
ケ
テ
イ
フ
言
ナ
レ
バ
、
文
字
ヲ
離
レ

　
テ
、
飼
ヲ
手
・
ル
博
ハ
」
係
ソ
ミ
ナ
ラ
ズ
貸
曽
係
モ
訟
孫
モ
、
ソ
レ
ヨ
リ
後
々
モ
、
、
イ
ハ
ル
ベ
シ
、
　
コ
レ
帰
依
テ
オ
モ
ヘ
ハ
、
今
ノ
親
王
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三
二
、
親
王
ノ
字
ア
ル
、
親
字
イ
カ
ぐ
ナ
ル
ヤ
ウ
ナ
レ
ド
、
御
子
ノ
家
ヲ
親
ミ
玉
フ
称
ト
ミ
ル
旨
ハ
、
難
ナ
シ
、
ソ
ノ
尊
卑
ヲ
論
ス
ル

　
ニ
至
テ
ハ
一
世
二
世
ノ
親
王
ト
、
同
等
ナ
ラ
ザ
ル
「
勿
論
ナ
リ
、

○
善
臣
云
、
親
王
ノ
字
面
モ
ト
漢
風
ヲ
擬
シ
テ
令
制
ヲ
定
量
ヘ
ル
ニ
始
ル
、
コ
レ
宣
下
ノ
依
テ
起
ル
所
以
ニ
ア
ラ
サ
ル
ヲ
得
ン
ヤ
、

　
又
云
、
皇
胤
懐
胎
ノ
徴
ア
リ
テ
後
コ
レ
ラ
笠
幡
ト
セ
ラ
レ
ン
ヨ
リ
、
初
ヨ
リ
妃
夫
人
ト
補
セ
ラ
レ
テ
懐
胎
ア
ラ
ン
「
ヲ
希
望
ス
、
尤
向

　
後
立
法
ノ
後
二
就
テ
ノ
「
ナ
リ
、
敢
テ
前
日
ヲ
議
ス
ル
ニ
ア
ラ
ズ
、

○
旧
著
、
第
五
節
云
々
、
忌
寸
宣
下
ア
ル
コ
体
ヲ
得
、
第
六
節
云
々
、
導
出
ア
ラ
サ
ル
ノ
子
ヲ
養
子
ト
ス
ル
ハ
総
テ
父
ノ
意
心
因
ル
ベ

　
シ
、
母
ノ
意
二
因
ル
ベ
カ
ラ
ズ
、
此
条
同
ス
ル
『
能
ハ
ズ
、

　
朱
書
云
々
末
項
、
旧
説
ヲ
建
白
シ
テ
ハ
如
何
、

〇
一
敏
云
、
第
四
節
云
々
、
是
ハ
ア
ル
マ
ジ
キ
『
ナ
リ
、
万
一
如
斯
事
ア
ラ
バ
光
仁
帝
ノ
庶
子
広
根
諸
衛
、
桓
武
帝
ノ
庶
子
良
峯
安
世
長

　
岡
早
成
ノ
例
ニ
ナ
ラ
ヒ
、
且
降
誕
ノ
時
速
剛
志
ヲ
賜
フ
ベ
シ
、
一
旦
姓
ヲ
賜
ヒ
テ
モ
又
親
王
ニ
ナ
サ
レ
ス
シ
テ
不
叶
事
ア
ラ
バ
親
王
ニ

　
セ
ラ
ル
ベ
シ
、
是
モ
先
躍
多
シ
、

　
又
云
、
第
六
節
云
々
、
先
例
モ
御
相
続
一
人
ノ
ミ
ナ
リ
、
三
余
ハ
寺
へ
入
ラ
セ
ラ
レ
其
寺
格
ノ
為
二
養
子
親
王
ト
ナ
サ
ル
・
ハ
多
シ
、

　
品
ヲ
以
テ
分
タ
ル
ヘ
シ
、
別
二
順
次
ア
ル
「
ナ
ク
テ
ヨ
ロ
シ
、

　
朱
書
末
項
云
々
、
親
王
家
ノ
「
モ
別
冊
二
録
セ
リ
、
是
二
輪
テ
ハ
油
日
細
論
ア
ル
ヘ
キ
「
ナ
リ
、

　
一
敏
云
、
大
宝
令
、
皇
兄
弟
皇
子
皆
為
親
王
、
以
下
並
為
諸
王
ト
ア
レ
ハ
、
皇
兄
弟
皇
子
ハ
親
王
ト
セ
ラ
レ
、
以
前
ハ
某
王
某
女
王
ト

　
称
セ
ラ
レ
タ
ル
也
、
其
時
故
ラ
ニ
親
王
宣
下
ア
リ
シ
や
無
カ
リ
シ
や
果
シ
テ
ハ
知
ラ
サ
レ
臣
、
其
後
間
モ
ナ
ク
光
仁
帝
ノ
御
代
二
二
親

　
王
ノ
「
見
ユ
レ
ハ
、
立
親
王
宣
下
モ
大
宝
令
二
原
ツ
キ
タ
ル
ナ
ラ
ン
、
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但
皇
孫
船
、
池
田
ノ
ニ
王
ヲ
親
王
ニ
セ
ラ
レ
タ
ル
ハ
御
父
舎
人
親
王
二
上
号
ア
リ
シ
球
心
シ
テ
、
皇
子
二
准
セ
ラ
レ
タ
ル
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
潮

　
其
後
光
仁
ノ
御
代
二
桓
武
天
皇
ノ
立
太
子
以
前
宝
亀
六
年
二
立
親
王
ノ
事
見
ヘ
タ
リ
、
御
兄
弟
ニ
モ
降
誕
後
難
二
立
親
王
有
テ
伝
ハ
ラ

　
サ
ル
カ
今
詳
ナ
ラ
ス
、

　
桓
武
平
城
二
帝
ノ
御
子
二
親
王
内
親
王
タ
ル
ハ
数
多
ナ
レ
臣
、
別
ケ
テ
年
月
日
為
親
王
ト
云
フ
「
見
ヘ
ス
、
其
事
有
テ
伝
ハ
ラ
ヌ
欺
無

　
カ
リ
シ
や
今
詳
カ
ナ
ラ
ス
、

　
其
後
文
徳
天
皇
ノ
御
子
惟
恒
親
王
立
親
王
ノ
事
見
へ
、
礼
子
内
親
王
ニ
モ
見
ヘ
タ
リ
、

　
　
其
余
ノ
皇
子
女
、
別
ヶ
テ
親
王
内
親
王
タ
ル
外
伝
ハ
ラ
ス
シ
テ
親
王
内
親
王
ト
称
シ
タ
ル
ハ
多
シ
、

　
清
和
天
皇
二
至
リ
テ
ハ
、
御
子
貞
固
王
貞
元
王
貞
保
王
貞
サ
王
貞
純
王
貞
観
十
五
年
四
月
廿
一
日
二
一
同
二
親
王
ト
ナ
リ
玉
ヘ
リ
、
以

　
下
多
ク
ハ
親
王
内
親
王
宣
下
モ
月
日
見
ヘ
タ
リ
、
但
シ
其
中
二
年
月
日
ノ
中
耳
ラ
ヌ
モ
有
ナ
リ
、

　
此
頃
ヨ
リ
ハ
必
親
王
宣
下
ア
リ
テ
、
タ
マ
ニ
親
王
ト
称
セ
サ
ル
一
尉
仁
王
忠
成
王
ノ
類
ナ
リ
鰍
珪
距

○
参
罵
継
嗣
令
・
日
・
、
量
兄
弟
皇
子
．
皆
為
窺
王
↓
（
女
帝
・
子
・
亦
同
・
嘉
賞
墨
書
緋
動
塾
纏
肇
以
外
．
並
為
・

　
諸
王
一
、
自
二
親
王
一
五
世
ハ
錐
レ
得
二
玉
名
一
、
不
レ
在
二
皇
親
之
限
輔
、
凡
三
歳
二
親
王
一
、
軍
馬
二
五
世
王
一
者
聴
、
唯
五
二
王
、
不
レ
得
レ
嬰
二

　
親
王
一
、

〇
一
敏
云
、
親
王
宣
下
及
ヒ
宮
ノ
事
、
親
王
宣
下
ノ
起
源
ハ
近
藤
芳
樹
ノ
考
ノ
如
ク
思
ハ
ル
レ
寺
運
贅
言
セ
ス
、
但
湯
原
五
井
二
親
王
ニ

　
開
始
ラ
ス
、
夫
ヨ
リ
前
天
平
宝
字
二
年
淳
仁
王
皇
御
即
位
ニ
テ
、
其
明
年
御
父
舎
人
親
王
二
崇
道
尽
敬
皇
帝
ノ
号
ヲ
奉
ラ
レ
、
御
兄
船

　
王
池
田
王
ヲ
親
王
ト
為
サ
レ
タ
リ
、
是
ヲ
始
ト
ス
ヘ
シ
、
是
ニ
ッ
・
キ
テ
湯
原
外
寸
ノ
ニ
親
王
也
、
又
養
子
猶
子
ト
シ
テ
親
王
ト
為
玉

　
フ
始
ヲ
按
ル
ニ
、
清
仁
昭
登
ノ
ニ
親
王
ハ
花
山
院
天
皇
落
飾
後
ノ
御
子
ナ
レ
か
、
陽
農
圃
御
子
ト
称
セ
ラ
レ
難
キ
ヲ
以
テ
、
御
祖
父
冷
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泉
院
上
皇
ノ
御
子
ト
シ
テ
親
王
ト
ナ
サ
レ
タ
ル
也
鰻
一
膝
達
筆
卸
伽
㎏
一
議
小
一
条
院
ハ
太
子
二
立
玉
ヒ
宝
玉
ヲ
継
玉
フ
ヘ
キ
ニ
云
々
ノ
野

漆
テ
、
太
子
ヲ
辞
シ
玉
ヘ
ハ
院
号
ヲ
モ
進
メ
ラ
レ
、
其
接
待
ハ
太
上
天
皇
ト
同
シ
ク
シ
玉
フ
程
ナ
レ
ハ
、
其
御
子
ヲ
諸
王
ニ
テ
マ
サ
シ

メ
玉
ハ
ン
ハ
如
何
ニ
ヤ
ト
、
男
女
七
柱
ヲ
三
条
翻
心
後
ト
イ
へ
臣
其
御
子
二
準
シ
テ
親
王
内
親
王
ト
ナ
サ
レ
タ
リ
、
此
時
ハ
後
一
条
院

天
皇
ノ
御
代
ト
イ
へ
隠
、
御
ッ
・
キ
ノ
遠
ケ
レ
ハ
清
仁
昭
登
親
王
ノ
例
二
同
シ
ク
御
祖
父
ニ
ア
タ
リ
玉
Z
二
条
院
天
皇
ノ
御
子
二
準
セ

ラ
レ
タ
ル
ナ
ル
ヘ
シ
瑚
轡
練
灰
薙
劉
悪
婦
外
サ
㌶
い
刷
逝
讐
ア
倍
後
嵯
峨
院
天
皇
ノ
御
孫
惟
康
親
王
ト
後
深
草
院
天
皇
ノ
御
孫
守
邦
親
王
ハ
、

其
御
父
宗
尊
親
王
ト
久
明
親
王
ト
モ
ニ
皆
鎌
倉
ニ
テ
将
軍
職
タ
リ
シ
ヲ
襲
踏
ヘ
ハ
、
諸
王
ニ
チ
ハ
人
心
ヲ
圧
服
ス
ル
下
足
ラ
ス
ト
テ
ニ

ヤ
ア
リ
ケ
ン
、
皇
孫
ヲ
親
王
ニ
オ
サ
レ
タ
リ
、
是
必
其
時
ノ
天
皇
ノ
御
猶
子
ト
ハ
ナ
シ
玉
ヒ
ツ
ラ
ン
ニ
、
其
伝
ハ
失
タ
リ
キ
、
是
一
時

ノ
権
宜
ニ
ョ
リ
テ
血
系
遠
キ
皇
族
ヲ
皇
子
ニ
ナ
サ
レ
タ
ル
也
、
倍
其
後
ニ
ハ
順
徳
院
天
皇
ノ
御
子
忠
成
王
其
御
子
彦
仁
王
其
御
子
僧
承

鎮
ハ
梶
井
二
住
セ
シ
ヲ
・
正
和
六
年
正
月
鱈
宇
多
院
天
皇
ノ
猶
子
親
王
ト
ナ
サ
・
、
・
・
キ
テ
正
出
忠
房
中
父
彦
仁
・
賜
・
タ
ル
源
姓

ヲ
承
チ
ア
リ
ニ
シ
、
　
コ
レ
モ
亦
文
保
三
年
二
月
猶
子
親
王
ト
ナ
サ
レ
タ
リ
顛
急
潮
上
騰
弛
旧
里
好
士
二
二
昌
賑
㌶
σ
醐
配
因
回
収
搬
畔
移
煽
決
御
血
系
モ

イ
ト
遠
ク
、
二
時
ノ
天
皇
ニ
モ
ア
ラ
サ
レ
臣
、
イ
カ
ナ
ル
故
ニ
テ
猶
子
ト
ハ
ナ
サ
レ
タ
ル
ニ
や
不
詳
、
ツ
・
キ
テ
元
徳
二
年
ニ
ハ
後
深

草
院
天
皇
ノ
御
孫
久
良
親
王
ヲ
花
園
院
天
皇
ノ
猶
子
親
王
ト
ナ
サ
ル
、
是
二
王
テ
名
実
ノ
清
シ
、
養
子
猶
子
ト
サ
ヘ
イ
ヘ
ハ
世
系
遠
ク

ト
モ
親
王
ト
ナ
サ
レ
タ
ル
始
ト
ナ
リ
タ
リ
、

宮
ト
ハ
下
々
ニ
テ
家
ト
云
フ
ニ
同
シ
ク
御
屋
ノ
客
歳
シ
テ
、
皇
族
ノ
マ
シ
マ
ス
所
ヲ
云
ナ
リ
、
倍
其
御
名
ヲ
直
チ
略
称
ス
ル
ヲ
揮
リ
、

宮
ノ
所
在
ノ
地
名
ヲ
冠
ラ
セ
王
宮
ト
称
シ
、
御
代
ハ
替
リ
テ
モ
ッ
・
キ
テ
藁
打
ニ
マ
ス
ハ
同
シ
ク
卸
量
ト
称
シ
、
又
御
坐
所
替
リ
テ
モ

其
後
ヲ
襲
玉
ヘ
ハ
同
シ
宮
ノ
称
ヲ
負
ハ
セ
テ
申
セ
シ
モ
ア
ル
ヘ
シ
、
順
徳
帝
ノ
皇
子
四
条
宮
土
御
門
帝
ノ
皇
子
五
条
宮
ノ
如
キ
是
ナ

リ
、
亀
山
院
天
皇
ノ
御
子
恒
明
親
王
ヲ
常
盤
井
宮
ト
称
シ
、
其
御
子
全
仁
親
王
ヨ
リ
代
々
天
皇
ノ
猶
子
親
王
ト
ナ
リ
テ
宮
ヲ
襲
キ
、
全

謝



仁
親
王
ノ
玄
孫
恒
直
親
王
ハ
後
上
原
語
天
皇
ノ
猶
子
ト
ナ
リ
宮
ヲ
襲
玉
ヒ
テ
後
、
雷
撃
子
孫
諸
書
ニ
イ
マ
タ
見
当
ラ
ス
、
蓋
御
子
ノ
ナ

ク
シ
テ
自
カ
ラ
常
盤
井
宮
ノ
号
ノ
絶
タ
ル
ナ
ラ
ン
、
又
後
二
条
院
天
皇
ノ
皇
子
邦
良
親
王
其
御
子
康
仁
親
王
ハ
光
厳
院
天
皇
ノ
太
子
二

立
玉
ヒ
、
ヤ
カ
テ
廃
セ
ラ
レ
テ
木
寺
宮
二
住
玉
ヒ
、
其
御
子
孫
諸
王
ニ
テ
木
寺
宮
ト
称
シ
、
曽
孫
王
十
王
ハ
後
崇
光
院
ノ
猶
子
親
王
ト

ナ
リ
、
其
御
子
師
熈
三
管
花
園
院
天
皇
ノ
猶
子
親
王
ト
ナ
リ
、
後
落
飾
シ
テ
才
覚
親
王
ト
称
シ
、
仁
和
寺
二
住
玉
フ
テ
ヨ
リ
後
木
寺
宮

ノ
称
ナ
シ
、
倍
崇
光
院
天
皇
ノ
御
子
栄
仁
親
王
ハ
伏
見
宮
ノ
祖
ト
ナ
リ
玉
ヒ
テ
ヨ
リ
三
宮
ッ
・
キ
テ
世
襲
シ
玉
ヒ
、
代
々
猶
子
親
王
ト

ナ
リ
テ
今
目
切
至
レ
リ
、
其
後
八
条
肝
心
〃
蛙
高
松
宮
飴
膨
鮪
閑
三
宮
ヲ
立
ラ
レ
テ
猶
子
親
王
ニ
テ
世
襲
ノ
サ
マ
ト
ナ
レ
リ
、
抑
親
王
諸
王

二
姓
ヲ
賜
う
サ
レ
ハ
、
某
宮
ト
称
セ
ラ
レ
テ
モ
皇
室
中
ノ
分
室
ニ
シ
テ
、
別
一
二
家
ナ
シ
タ
ル
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
、
御
子
有
テ
ツ
・
キ
テ

某
宮
ト
称
セ
ラ
レ
テ
モ
御
子
ナ
ケ
レ
ハ
今
宮
ノ
号
ハ
ス
タ
ル
マ
テ
ニ
テ
、
下
々
ニ
テ
分
家
ト
テ
別
一
二
家
ヲ
ナ
シ
、
其
家
モ
故
ナ
ケ
レ

ハ
断
絶
サ
セ
ス
、
家
督
ヲ
重
ン
シ
養
子
ヲ
シ
テ
モ
某
家
ヲ
相
続
セ
シ
ム
ト
ハ
体
裁
大
二
異
ナ
レ
ル
ニ
ャ
、
八
条
宮
高
松
宮
ノ
如
キ
モ
御

血
書
替
ル
毎
二
家
号
ヲ
モ
改
ラ
レ
タ
ル
「
ア
リ
、
然
ル
ニ
八
条
宮
智
忠
親
王
御
子
ナ
ケ
レ
ハ
、
後
水
尾
院
天
皇
第
九
御
子
穏
仁
親
王
ヲ

養
子
ト
シ
テ
其
宮
ヲ
継
カ
シ
メ
ラ
レ
タ
ル
ヲ
親
王
家
ノ
養
子
ノ
始
ト
ス
ナ
リ
、
親
王
家
ヲ
世
襲
セ
シ
メ
ラ
ル
・
モ
、
皇
子
多
ク
ハ
落
飾

シ
玉
ヒ
振
々
ト
マ
サ
・
レ
ハ
止
事
ナ
キ
「
ニ
シ
テ
、
コ
レ
モ
又
時
勢
二
本
ヒ
タ
ル
変
態
ナ
リ
、

　
附
云
、
中
世
伝
道
ヲ
重
ク
セ
ラ
レ
、
仁
和
寺
ノ
如
キ
ハ
宇
多
朱
雀
ノ
ニ
天
皇
ス
ラ
御
譲
位
ノ
後
ハ
住
玉
ヒ
、
重
ク
接
待
セ
ラ
ル
・
寺

　
院
ニ
ハ
親
王
ヲ
住
吉
シ
メ
ラ
レ
タ
リ
シ
ヨ
リ
、
親
王
ノ
マ
サ
・
ル
時
ハ
、
皇
族
中
ノ
諸
王
ヲ
猶
子
親
王
ト
シ
テ
其
寺
二
住
マ
シ
メ
ラ

　
レ
タ
リ
、
是
モ
亀
山
院
天
皇
御
代
コ
ロ
ヨ
リ
後
ノ
「
ナ
リ
、
然
レ
ハ
何
五
宮
ト
称
シ
テ
俗
家
ノ
如
ク
相
続
セ
シ
メ
ラ
ル
・
「
ト
ナ
リ

　
シ
バ
、
僧
侶
ノ
其
寺
ノ
権
勢
ヲ
阻
ス
マ
シ
ト
ス
ル
ヨ
リ
出
テ
、
鎌
倉
将
軍
職
ヲ
猶
子
親
王
ニ
テ
ッ
カ
シ
メ
ラ
レ
タ
ル
ト
相
似
タ
ル
心

　
ナ
リ
ケ
ン
、
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右
二
述
ル
如
ク
ナ
レ
ハ
、
福
羽
近
藤
両
氏
ノ
建
議
ノ
如
ク
、
親
王
内
親
王
ハ
宣
下
ヲ
待
ス
シ
テ
称
セ
ラ
ル
ヘ
キ
「
ハ
申
モ
更
ナ
リ
、
養

　
子
ト
シ
玉
フ
ト
モ
養
子
ト
ナ
サ
ル
・
儀
ヲ
車
回
レ
タ
ラ
バ
、
是
モ
亦
宣
下
ヲ
待
ス
シ
テ
親
王
ト
称
ス
ヘ
シ
、
二
世
王
以
下
生
ナ
カ
ラ
某

　
王
ト
称
シ
、
諸
王
ノ
養
子
ト
ナ
レ
一
直
チ
ニ
某
王
ト
称
ス
ル
モ
同
シ
、
親
王
ハ
品
位
ノ
如
キ
モ
ノ
ニ
ハ
ア
ラ
サ
ル
ナ
リ
、
親
王
宣
下
ハ

　
全
ク
廃
セ
ラ
レ
テ
障
硬
ナ
キ
ナ
リ
、
皇
兄
弟
二
付
テ
ハ
別
二
論
ア
リ
、
○
大
宝
令
二
二
兄
弟
皇
子
言
為
親
王
ト
ア
ル
皇
子
ハ
、
前
田
モ
イ

　
ヘ
ル
カ
天
ク
降
誕
ノ
マ
・
親
王
ト
称
セ
ラ
ル
ヘ
シ
ト
云
へ
臣
、
其
兄
弟
ト
ハ
先
帝
ノ
御
子
ニ
テ
継
玉
フ
ト
キ
ハ
言
ヲ
待
サ
ル
父
ナ
リ
、

　
淳
仁
天
皇
光
仁
天
皇
ノ
如
キ
ニ
至
リ
テ
用
ユ
ヘ
キ
事
ナ
リ
、
然
ル
ニ
近
世
ノ
例
ノ
如
ク
先
帝
ノ
養
子
ト
ナ
リ
玉
ハ
・
父
母
ノ
、
ミ
尊
崇
セ

　
ラ
レ
、
兄
弟
以
下
ノ
傍
親
ニ
門
歯
サ
レ
サ
ル
制
設
定
メ
ラ
レ
タ
シ
、
サ
レ
ハ
令
ニ
ノ
セ
タ
ル
義
兄
弟
ノ
三
字
ハ
嗣
ラ
レ
テ
可
ナ
ラ
ソ
、

　
　
御
一
新
ノ
後
モ
令
ノ
マ
・
ナ
ル
御
布
告
ア
リ
シ
ナ
リ
鰐
仕
艶

○
実
則
云
、
親
王
宣
下
ノ
儀
真
実
ノ
皇
子
女
ハ
嫡
出
庶
出
ヲ
論
理
ス
、
七
日
命
名
ノ
日
ヨ
リ
何
親
王
何
内
親
王
ト
称
シ
宣
下
二
不
及
富
里
、

○
博
房
云
、
天
皇
ノ
御
子
一
本
ヨ
リ
親
王
二
相
違
ナ
キ
「
ナ
ル
故
、
宣
下
ニ
ハ
及
ハ
サ
ル
「
ナ
リ
、
母
ハ
何
人
ニ
チ
モ
論
ナ
シ
、

　
天
皇
ノ
御
子
二
非
サ
ル
人
ヲ
御
養
子
ニ
セ
ラ
ル
・
「
ア
ラ
バ
、
其
時
親
王
宣
下
ア
ル
モ
可
ナ
リ
、

○
敬
三
云
、
親
王
宣
下
ノ
儀
ハ
嫡
出
庶
出
共
御
子
二
於
テ
素
ヨ
リ
親
疎
ノ
分
別
無
之
二
子
、
命
名
ノ
日
ヨ
リ
何
親
王
何
内
親
王
ト
被
称
候

　
方
霊
前
潮
候
事
、
○
諸
親
王
ノ
子
弟
ニ
シ
テ
若
シ
皇
太
子
立
臼
玉
フ
貯
ハ
皇
后
ノ
御
養
子
ト
為
シ
、
其
節
親
王
宣
下
相
成
殿
方
霊
前
存

　
候
事
、

　
　
　
○

旧
来
庶
出
皇
子
女
ヲ
以
テ
皇
后
宮
御
実
子
或
ハ
御
養
子
ト
セ
サ
セ
玉
ヒ
、
若
ク
ハ
親
王
家
ノ
子
弟
ヲ
親
王
宣
下
ア
ル
心
当
リ
テ
皇
后
御
養

子
ノ
「
ア
リ
、
是
宮
禁
慣
法
ノ
然
う
シ
ム
ル
所
ナ
リ
ト
三
士
、
亦
以
テ
区
分
改
正
ナ
カ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
、
玉
露
チ
外
各
国
二
対
シ
テ
不
都
合
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ナ
ク
、
内
諸
法
編
纂
ノ
障
害
ナ
カ
ラ
ン
ト
思
量
ス
ル
所
ノ
数
項
ヲ
三
二
陳
ス
ル
所
以
ナ
リ
、

皇
后
御
実
子
即
チ
嫡
出
ノ
皇
子
女
ハ
国
家
二
身
テ
天
然
特
別
ノ
権
ヲ
有
セ
ラ
ル
・
者
ト
ス
、

然
ル
ニ
嫡
出
皇
女
ノ
、
ミ
ア
リ
テ
皇
子
ア
ラ
サ
ル
時
、
妃
出
ノ
皇
子
ア
ル
天
草
テ
ハ
、
大
統
嗣
承
ノ
為
メ
特
別
ノ
訳
ヲ
以
テ
富
加
ノ
長
皇
子

ノ
ミ
嫡
出
皇
女
ノ
上
位
タ
ル
ベ
シ
、

然
ル
ニ
右
妃
出
ノ
皇
子
若
シ
大
統
嗣
承
ノ
王
土
立
太
子
宣
下
ア
ル
時
ハ
、
必
ス
皇
后
御
養
子
ト
為
ス
ベ
シ
、

　
但
シ
右
ハ
皇
后
聖
算
四
旬
或
ハ
五
二
以
上
二
至
ラ
セ
ラ
レ
御
受
胎
コ
レ
無
キ
場
合
二
限
ル
ベ
シ
、

妃
井
妃
ニ
ア
ラ
サ
ル
女
官
出
ノ
皇
子
女
、
井
二
親
王
家
ノ
子
弟
ヲ
皇
后
御
実
子
ト
セ
ラ
ル
・
事
ハ
、
自
今
廃
セ
ラ
レ
秘
事
哉
、

妃
井
妃
ニ
ア
ラ
サ
ル
女
官
出
ノ
皇
子
女
、
井
二
親
王
家
ノ
子
弟
ヲ
皇
后
御
実
子
ト
定
メ
ラ
ル
・
ハ
叡
慮
口
任
セ
ラ
ル
ベ
シ
、
但
シ
妃
ニ
ア

ラ
サ
ル
女
官
出
ノ
皇
子
女
ヲ
皇
后
御
養
子
ト
セ
ラ
ル
・
ニ
ハ
、
一
旦
其
母
ヲ
妃
ト
セ
ラ
レ
シ
後
タ
ル
ヘ
シ
、
若
尊
母
在
サ
ル
・
時
ハ
格
別

ナ
リ
ト
ス
、

皇
后
御
実
子
ト
皇
后
御
養
子
ト
ハ
、
長
幼
ノ
序
二
拘
バ
ラ
ス
南
島
ノ
別
二
因
ツ
テ
順
次
ヲ
定
ム
ベ
シ
、

○
芳
樹
云
、
第
十
七
条
ヨ
リ
第
十
二
条
二
心
ル
六
条
、
ミ
ナ
其
説
間
然
ス
ベ
キ
所
ナ
シ
、
其
ウ
チ
、
御
午
ヲ
以
テ
、
妃
ノ
一
名
ニ
ナ
サ
ム

　
ト
ス
ル
が
如
キ
ハ
、
大
二
復
古
ノ
弄
瓦
ト
ナ
リ
テ
、
王
臣
混
雑
ノ
端
ヲ
開
店
ン
ト
ス
、
豊
慎
マ
サ
ル
ベ
ケ
ン
ヤ
、
依
之
今
勘
ル
ニ
、
皇

　
后
ノ
外
、
御
蓋
ヲ
置
セ
ラ
レ
、
振
々
乎
ト
シ
テ
、
皇
胤
ノ
繁
栄
ア
ラ
セ
ラ
レ
ム
ヲ
望
ム
者
、
天
下
ノ
蒼
生
、
誰
力
然
ラ
サ
ラ
ム
、
然
レ

　
バ
早
ク
前
条
二
拠
リ
、
妃
夫
人
媛
ノ
三
員
ヲ
予
備
ア
ラ
セ
ラ
レ
、
親
王
家
ヨ
リ
入
内
ア
リ
タ
ル
ヲ
バ
、
コ
レ
ラ
妃
ト
シ
テ
即
日
四
品
ノ

　
宣
下
ア
リ
、
大
臣
家
ヨ
リ
入
内
ア
リ
タ
ル
ヲ
バ
、
コ
レ
ラ
夫
人
ト
シ
テ
、
即
日
三
位
ノ
宣
下
ア
リ
、
其
外
華
族
ノ
諸
家
ヨ
リ
入
内
ア
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
タ
ル
ヲ
バ
、
コ
レ
ラ
娯
ト
シ
テ
、
即
日
五
位
ノ
．
宣
下
ア
リ
テ
、
r
妃
夫
人
娯
ト
モ
ニ
、
其
召
請
ノ
時
ハ
、
皆
ミ
メ
ト
唱
フ
ベ
シ
、
コ
レ
ミ

232



明治初年の「皇親」論議

知
ハ
工
廠
ニ
テ
、
麹
や
勲
二
次
ク
バ
称
ナ
リ
、
中
古
二
至
テ
、
妃
夫
人
娯
ノ
名
、
イ
ツ
ト
ナ
ク
廃
レ
、
皇
后
ノ
外
二
女
御
ノ
称
ト
更
衣

ノ
称
ト
ノ
ニ
ッ
ニ
ナ
リ
テ
、
親
王
ノ
女
、
大
臣
ノ
女
ノ
別
ナ
ク
、
共
二
女
御
ト
云
ニ
ナ
レ
ル
ハ
、
恐
ラ
ク
題
詞
氏
権
柄
ヲ
執
り
シ
ヨ
リ
、

我
女
ヲ
夫
人
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
、
妃
ヨ
リ
一
等
降
ル
ヲ
嫌
ヒ
、
妃
夫
人
ノ
名
ヲ
邉
メ
テ
、
共
二
女
御
ト
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ラ
ソ
欺
、
ソ
ノ
故

二
親
王
家
ノ
女
御
モ
、
大
臣
家
ノ
女
御
モ
、
ミ
ナ
同
等
ナ
リ
シ
が
中
二
皇
后
二
立
面
フ
ハ
、
多
ク
ハ
藤
氏
ニ
テ
、
弘
徽
殿
ヲ
局
ト
シ
タ

マ
ヘ
ル
女
御
ア
リ
、
然
ル
一
二
条
天
皇
ノ
御
代
二
輪
関
白
道
隆
ノ
女
定
子
、
白
駒
殿
ニ
マ
シ
テ
、
女
御
ヨ
リ
陞
リ
テ
皇
后
二
立
玉
ヘ
ル

ニ
、
マ
タ
御
堂
関
白
道
長
ノ
女
彰
子
、
飛
香
舎
ニ
マ
シ
テ
、
女
御
ヨ
リ
陞
リ
テ
中
宮
ト
ナ
リ
玉
ヘ
リ
、
コ
レ
皇
后
中
宮
ノ
ニ
后
ヲ
置
レ

シ
三
曲
テ
・
後
宮
ノ
乱
階
ナ
リ
球
茎
〃
謬
馨
諒
幕
議
舞
論
罪
”
財
ゾ
頻
星
縫
襲
払
㌫
鳩
鍛
単
品
編
〃
撰
・
零
幸
唾
后

然
レ
臣
妃
夫
人
ニ
モ
当
日
、
女
御
ニ
モ
セ
ヨ
、
共
二
皇
后
二
身
玉
フ
ヘ
キ
方
ニ
ナ
レ
ハ
、
其
内
ヨ
リ
、
三
跡
純
一
御
方
ヲ
選
ハ
セ
ラ

レ
、
皇
后
ニ
タ
チ
玉
ヒ
テ
、
御
受
胎
ア
ラ
セ
ラ
レ
タ
ル
ハ
、
其
御
子
御
男
子
ナ
レ
ハ
、
論
ヲ
マ
タ
ズ
儲
君
ナ
リ
、
若
マ
タ
妃
夫
人
ニ
モ

セ
ヨ
、
女
御
ニ
モ
セ
ヨ
、
イ
マ
ダ
立
后
ア
ラ
セ
ラ
レ
ヌ
真
上
、
御
懐
妊
ト
ナ
ラ
セ
ラ
レ
タ
ル
ガ
、
皇
子
御
誕
生
ナ
レ
（
、
直
チ
ニ
立
后

ア
ラ
セ
ラ
レ
テ
、
其
皇
子
ス
グ
ニ
儲
君
ナ
リ
、
若
又
皇
后
二
御
子
ナ
ク
テ
妃
夫
人
ニ
チ
モ
、
女
御
ヨ
ア
モ
、
皇
子
御
誕
生
ナ
レ
ハ
、
既

二
皇
后
オ
ハ
シ
マ
ス
ユ
エ
、
立
后
ノ
御
沙
汰
ニ
ハ
及
パ
セ
ラ
レ
サ
ル
「
勿
論
ニ
テ
、
其
御
子
皇
子
ナ
レ
ハ
、
ス
グ
ニ
皇
后
ノ
御
実
子
ト

カ
、
御
養
子
ト
自
宗
遊
ハ
サ
レ
、
可
然
御
事
欺
、
但
芳
樹
田
舎
ノ
頑
夫
、
少
々
古
書
ヲ
読
ミ
タ
レ
臣
、
実
ハ
当
今
禁
中
ノ
御
制
度
二
疎

シ
、
然
レ
臣
、
窃
カ
ニ
勘
ル
ニ
、
実
直
虚
ノ
対
ナ
レ
ハ
、
分
娩
シ
玉
ヘ
ル
カ
タ
ヲ
以
テ
虚
ト
シ
テ
、
受
胎
ヲ
モ
シ
玉
ハ
サ
ル
方
ヲ
実
ト

イ
ハ
ソ
事
、
イ
カ
ニ
モ
快
カ
ラ
ス
、
サ
ヤ
ウ
ノ
名
目
ヲ
称
セ
ン
ヨ
リ
モ
、
タ
・
御
養
子
ノ
一
名
ノ
ミ
ニ
テ
然
ル
ベ
キ
歎
ト
モ
、
思
ヒ
奉

レ
臣
、
コ
ハ
タ
・
試
二
申
上
ル
ノ
ミ
、
誠
二
越
姐
ノ
恐
レ
ナ
キ
ニ
シ
モ
ア
ラ
ス
、
サ
テ
上
件
二
縷
々
考
へ
述
シ
如
ク
、
上
古
ノ
妃
夫
人

媛
ヲ
再
興
ア
ラ
セ
ラ
ル
・
欺
、
マ
麗
麗
中
古
ノ
女
御
更
衣
ニ
チ
モ
置
去
ラ
レ
テ
、
別
二
女
官
ヲ
夜
御
殿
ニ
肛
囲
セ
シ
メ
玉
フ
マ
シ
キ
御
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事
欺
、
定
リ
タ
ル
御
田
ノ
外
二
、
夜
御
殿
二
待
ス
ル
先
例
ハ
中
古
女
御
更
衣
モ
其
員
多
ク
テ
、
加
へ
難
キ
時
、
ナ
ホ
入
内
セ
サ
セ
マ
ホ

　
シ
ク
思
シ
メ
ス
女
ノ
ア
ル
ヲ
、
尚
侍
孟
春
シ
、
官
女
ト
シ
テ
召
シ
・
「
多
シ
、
然
レ
臣
甚
シ
キ
昌
盛
ナ
レ
バ
、
妃
夫
人
媛
力
、
女
御
更

　
衣
カ
ノ
、
御
昼
ノ
員
備
リ
タ
ラ
ソ
ニ
ハ
、
女
官
出
ノ
皇
子
女
ト
云
者
ハ
、
ア
ル
ベ
キ
ニ
ア
ラ
ズ
、
若
マ
眠
覚
二
、
女
官
ノ
内
、
御
寵
愛

　
ヲ
蒙
レ
ル
者
ア
ラ
ン
ヲ
ハ
、
其
官
ヲ
解
テ
、
妃
夫
人
嬢
力
、
女
御
更
衣
欺
ニ
ナ
サ
ル
ベ
ク
、
カ
・
ル
時
ハ
、
皇
子
女
ノ
母
ト
シ
テ
、
少

　
シ
モ
障
擬
ア
ル
「
ナ
カ
ラ
ム
、
鄙
夫
ノ
童
言
、
御
採
用
二
足
ル
ヘ
カ
ラ
ズ
ト
イ
へ
臣
、
柳
力
愚
見
ヲ
述
ル
ニ
ナ
ソ
、

　
　
　
　
○

〇
一
敏
云
、
皇
子
女
命
名
ノ
事
、
皇
子
女
二
御
名
ヲ
命
セ
ラ
ル
・
「
上
古
ハ
詳
ナ
ラ
ス
、
但
傍
ヨ
リ
称
ヘ
タ
ル
サ
マ
モ
多
シ
、
其
外
サ
マ

　
サ
マ
雪
垣
ハ
ル
、
中
古
二
至
リ
テ
ハ
三
五
七
年
ノ
後
繭
玉
テ
御
名
ヲ
命
セ
ラ
ル
、
然
ル
マ
テ
ハ
何
ト
称
セ
シ
や
不
詳
、
中
古
ヨ
リ
先
帝

　
ノ
御
代
二
至
ル
マ
テ
、
御
名
ハ
親
王
ト
ナ
サ
ル
・
時
二
至
テ
命
セ
ラ
ル
、
中
古
二
賜
姓
ノ
皇
子
ハ
賜
姓
ノ
時
其
名
ヲ
命
セ
ラ
レ
タ
ル
如

　
シ
、
中
古
イ
ッ
ノ
頃
ヨ
リ
ャ
一
宮
二
宮
女
一
宮
女
二
宮
ナ
ト
排
行
ヲ
以
テ
ス
ル
同
署
下
々
ヨ
リ
私
自
称
セ
シ
ナ
ラ
ン
、
年
貢
成
院
天
皇

　
ヨ
リ
コ
ノ
端
黒
幼
稚
ノ
時
某
宮
ト
称
セ
ラ
ル
・
ハ
住
セ
玉
フ
宮
ノ
称
ニ
シ
テ
、
御
身
二
負
セ
玉
フ
丁
目
ア
ラ
サ
ル
ヨ
リ
起
り
テ
、
遂
二

御
身
二
二
玉
フ
如
ク
思
ヒ
ナ
ス
ニ
至
レ
リ
、
降
誕
七
日
ニ
シ
テ
御
名
ヲ
気
層
ラ
レ
タ
ル
ハ
薫
子
女
王
ヲ
以
テ
始
ト
ス
、
按
二
即
日
二
夫

　
シ
玉
へ
崩
御
誼
号
ア
リ
、
コ
レ
誰
何
ヲ
分
チ
玉
フ
為
ナ
リ
、
サ
レ
ハ
西
洋
人
ノ
如
ク
量
子
ノ
育
ス
ヘ
キ
ヲ
見
定
メ
テ
名
ヲ
命
ス
ル
ニ
及

　
ハ
ス
、
降
誕
ナ
レ
ハ
速
二
御
名
ヲ
命
セ
ラ
レ
テ
何
ノ
揮
力
有
ラ
ソ
、
サ
レ
ハ
命
名
ノ
儀
式
ニ
モ
及
ハ
ス
縦
辣
輪
銘
〃
試
降
誕
ヲ
奏
ス
ル
ハ
御

名
ヲ
命
セ
ラ
レ
、
其
由
ヲ
以
テ
偏
ク
布
告
セ
ラ
ル
ヘ
シ
、
倦
某
宮
ト
ノ
称
ハ
廃
セ
ラ
レ
テ
可
ナ
ラ
ン
、
是
モ
右
二
云
ヘ
ル
如
ク
近
世
ノ

　
プ
リ
ノ
ミ
ナ
レ
ハ
ナ
リ
、
但
下
々
ヨ
リ
御
名
ヲ
サ
シ
云
ヲ
揮
リ
テ
ハ
、
強
聴
住
居
ノ
宮
ノ
所
在
ノ
地
名
ヲ
以
テ
仮
令
ハ
霞
関
宮
ト
モ
三

関
親
王
ト
モ
或
ハ
一
宮
ト
モ
私
同
称
へ
奉
ル
ハ
苦
シ
カ
ル
マ
シ
、
野
宮
ト
称
へ
奉
レ
ハ
布
告
セ
ラ
ル
・
二
二
ハ
ヌ
「
ナ
リ
、
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○

外
国
ノ
法
上
ク
ハ
塗
家
ト
国
家
ト
ヲ
区
分
ス
、
故
旧
国
憲
二
対
シ
テ
親
族
ト
称
ス
ル
ヲ
得
ル
者
（
即
チ
皇
族
）
ト
、
皇
帝
一
身
上
二
対
シ

民
事
上
ノ
親
族
タ
ル
者
ト
ノ
別
ア
リ
、
是
其
所
有
財
産
仔
羊
テ
モ
、
皇
帝
タ
ル
靴
工
帝
位
二
黒
テ
ノ
所
有
物
ア
リ
、
帝
位
二
関
セ
ス
皇
帝

一
身
上
ノ
所
有
物
ア
リ
、
即
チ
国
憲
二
対
シ
テ
親
族
ト
称
ス
ル
者
ハ
、
帝
位
及
ヒ
帝
位
畳
付
テ
ノ
国
有
財
産
ヲ
嗣
承
ス
ル
ヲ
得
ル
ノ
権
ア

ル
者
ナ
リ
、
民
事
上
ノ
親
族
ハ
皇
帝
一
身
上
ノ
所
有
財
産
ヲ
相
続
ス
ル
ヲ
得
ル
ノ
権
ア
ル
者
ナ
リ
、
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臣
列
中
ヨ
リ
皇
后
ト
ナ
ラ
セ
ラ
ル
・
時
ハ
、
皇
親
中
二
列
セ
ラ
ル
・
ハ
其
皇
后
一
身
ノ
ミ
ニ
止
マ
ル
ヘ
キ
ハ
論
ヲ
俊
タ
ス
、
故
二
塁
十
割

属
ノ
故
ヲ
以
テ
皇
親
中
二
列
ス
ヘ
キ
ニ
ハ
ア
ラ
サ
ル
ナ
リ
、

三
族
即
チ
父
祖
ノ
配
偶
者
ノ
親
族
ノ
如
キ
ハ
、
之
ヲ
外
国
法
二
十
ス
ル
ニ
元
来
本
尊
外
註
各
本
系
ノ
尊
属
ア
リ
ト
錐
臣
、
既
二
前
項
述
ル

所
ノ
如
ク
ナ
ル
時
ハ
又
外
族
ト
難
臣
其
皇
統
ノ
配
偶
者
ノ
外
ハ
皇
親
列
中
二
加
フ
ヘ
キ
ニ
ア
ラ
ス
、

〇
一
敏
云
、
皇
宮
ノ
事
、
至
親
外
戚
ハ
祖
父
母
四
脚
ル
ヘ
シ
、
古
モ
外
戚
ノ
贈
官
位
ハ
外
祖
父
母
二
二
ル
ニ
基
キ
傍
耳
ニ
ハ
及
ハ
サ
ル
ヘ

　
シ
、
然
レ
ハ
皇
后
ハ
父
母
ノ
ミ
タ
ツ
ネ
テ
祖
父
母
ヲ
問
二
及
ハ
ス
、
又
養
子
ノ
実
方
ハ
凡
テ
皇
親
二
接
セ
ス
、
只
養
父
子
ノ
間
ニ
ノ
ミ

　
其
義
ヲ
結
ハ
レ
テ
止
ン
ノ
ミ
、

右
姻
族
主
宰
一
筆
親
列
中
二
加
フ
ヘ
カ
ラ
ス
ト
錐
臣
、
猶
民
事
上
親
族
棚
上
ス
ヘ
キ
ノ
者
ナ
リ
、
然
ル
ニ
特
リ
養
子
ナ
ル
肩
叩
至
ツ
テ
ハ

其
養
親
子
間
二
更
ル
ヘ
キ
宝
田
シ
テ
、
決
シ
テ
他
二
連
続
関
係
ス
ヘ
キ
者
ニ
ア
ラ
サ
ル
ヲ
以
テ
、
親
王
家
ノ
親
王
即
チ
先
代
ノ
御
養
子
ハ

当
代
琴
平
井
二
民
事
上
ノ
親
族
中
側
モ
列
ス
ヘ
キ
理
ア
ル
者
ニ
ア
ラ
ス
、
但
シ
右
ハ
大
統
嗣
承
ノ
為
メ
御
養
子
ト
セ
ラ
ル
・
分
科
本
声
量

親
内
二
列
ス
ヘ
キ
ハ
勿
論
ナ
リ
ト
ス
、
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現
時
養
子
・
制
猶
委
確
定
セ
ス
、
故
晃
・
稟
・
慣
法
ト
旧
政
府
ノ
制
度
ト
ヲ
酌
量
シ
・
ア
追
々
御
達
ノ
巳
．
モ
有
之
ト
鷺
其
為
メ
聯

相
続
上
ノ
不
都
合
相
生
シ
亦
収
拾
ス
へ
・
・
サ
ル
・
勢
ア
ル
・
至
ラ
ン
よ
、
是
慣
習
旧
制
・
養
子
方
法
既
・
改
正
セ
サ
ル
ヘ
カ
．
フ
サ
ル

ノ
時
ナ
レ
ハ
、
先
ツ
帝
家
親
雪
ノ
制
度
重
書
テ
右
区
別
着
手
有
之
可
然
、
然
ル
時
ハ
自
然
世
襲
親
王
家
ヲ
モ
（
御
直
キ
宮
ノ
外
）
二
親
外

ノ
王
族
ト
セ
サ
セ
ラ
ル
・
ノ
御
旨
意
二
心
シ
、
各
国
二
対
セ
ラ
レ
テ
モ
不
都
合
ナ
キ
ノ
良
制
ナ
ラ
ソ
カ
、

○
参
照
、
法
曹
至
要
抄
、
養
子
可
四
著
コ
本
生
，
傍
親
．
服
仮
↓
不
許
可
”
有
”
著
勤
．
レ
所
〃
養
ハ
ル
、
傍
心
，
転
注
尋
事

喪
葬
令
云
、
服
忌
者
養
父
母
五
尺
麹
酸
魏
養
護
蒲
諄
．
叢
・
、
之
．
為
〃
、
所
〃
養
．
．
、
直
撃
〃
服
，
者
”
養
父
母
華
井
・
養
子

　
之
妻
妾
三
世
、
所
四
養
2
ル
之
方
嚢
外
・
養
子
，
親
藩
〃
ル
・
服
，
之
由
全
・
無
四
所
レ
見
ユ
ル
然
．
ハ
則
可
畔
有
”
著
ン
ル
，
本
生
傍
親
之
服
仮
尋
不
レ
可
け
有
〃
．

　
著
㌶
コ
所
〃
養
ハ
ル
ル
傍
親
之
服
仮
一
　

　
養
祖
父
皆
無
計
服
仮
｝
事
、
儀
制
令
、
五
等
親
条
、
朱
書
云
、
養
祖
父
母
不
レ
入
二
等
親
一
、
無
卦
ル
。
之
．
令
昌
ハ
入
訪
モ
等
親
之
中
峠
、
難
レ
有
刊
，

　
無
計
服
仮
一
之
法
上
不
”
，
入
評
等
親
一
之
族
未
”
見
二
可
映
．
著
〃
服
，
之
文
↓
然
．
パ
則
養
祖
父
母
ハ
已
．
非
謀
等
親
弓
何
．
令
囲
著
”
服
，
　

　
仮
服
令
二
云
、
四
等
親
外
祖
父
母
服
紀
三
月
目
四
等
親
舅
当
言
紀
一
．
月
、
五
等
親
電
子
嬢
子
忌
服
、

〇
一
敏
云
、
皇
太
后
ト
尊
称
セ
ラ
ル
・
コ
、
日
本
紀
緩
着
天
皇
元
年
尊
皇
后
日
皇
太
后
ト
見
エ
テ
ヨ
リ
、
歴
代
ノ
天
皇
御
即
位
シ
テ
御
母

　
ヲ
尊
称
セ
ラ
ル
・
例
ト
ソ
舎
人
親
王
ノ
記
サ
レ
タ
レ
臣
、
上
古
工
皇
太
后
ノ
文
字
点
心
ヘ
ク
モ
ナ
ク
又
其
訓
モ
施
シ
難
シ
、
是
モ
亦
後

　
世
ノ
称
ヲ
前
世
二
道
ホ
サ
レ
タ
ル
也
、
正
シ
ク
皇
太
后
ト
八
代
ラ
レ
シ
バ
欽
明
敏
達
二
天
皇
ノ
頃
ヨ
リ
ニ
や
有
ケ
ン
、
○
嵯
峨
帝
ノ
皇

　
后
橘
嘉
智
子
ヲ
淳
和
帝
即
位
ニ
テ
皇
太
后
ト
細
田
ラ
ル
、
是
御
母
ナ
ラ
サ
レ
臣
前
朝
ノ
皇
后
タ
レ
ハ
ナ
リ
、
此
後
二
毛
モ
多
シ
、
○
仁

　
明
室
女
御
藤
原
順
子
ハ
所
生
文
徳
帝
即
位
皇
大
夫
人
ト
セ
ラ
レ
、
尋
テ
皇
太
后
ト
尊
称
セ
ラ
ル
、
又
同
母
女
御
藤
原
沢
子
蚤
ク
卒
ス
レ
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ハ
、
所
生
光
孝
帝
即
位
ノ
後
皇
太
后
ト
追
尊
セ
ラ
ル
、
又
光
仁
愚
夫
人
高
野
新
笠
ハ
所
生
桓
武
帝
即
位
皇
大
夫
人
ト
尊
ヒ
、
亮
後
皇
太

后
ヲ
贈
ラ
レ
タ
リ
、
贈
皇
太
后
ハ
是
ヨ
リ
サ
キ
光
仁
帝
ノ
御
母
蓋
置
姫
ヲ
始
ト
ス
ル
也
、
カ
・
ル
サ
マ
ニ
テ
中
古
ヨ
リ
後
モ
正
后
所
生

ノ
皇
子
即
位
シ
テ
御
母
ヲ
皇
太
后
ト
尊
称
セ
ラ
ル
・
ハ
申
モ
更
ナ
リ
、
庶
出
ト
錐
臣
、
即
位
ニ
チ
ハ
其
生
母
ヲ
尊
ト
ミ
尊
称
シ
玉
ヒ
或

ハ
追
尊
セ
ラ
ル
・
例
多
シ
、
○
後
冷
泉
帝
ノ
丸
煮
ニ
ハ
皇
太
后
皇
后
中
宮
ト
並
へ
置
レ
タ
ル
ハ
名
実
ノ
錯
乱
ナ
リ
、
後
醍
醐
帝
ノ
中
宮

ヲ
御
在
位
ノ
日
皇
太
后
ニ
ナ
サ
レ
タ
ル
故
不
詳
、
後
又
近
世
二
皇
太
子
二
立
玉
ヒ
テ
父
天
皇
在
位
ノ
二
黒
皇
后
ヲ
皇
太
后
ニ
ナ
サ
レ
タ

ル
モ
ア
リ
、
カ
・
ル
類
ハ
皆
異
例
ナ
レ
ハ
麦
二
略
ス
、
○
雷
門
ス
ル
ニ
、
前
朝
ノ
例
斯
ノ
如
シ
ト
イ
へ
臣
、
御
子
ヨ
リ
御
母
ヲ
先
帝
ノ

后
ト
称
セ
ラ
レ
、
或
ハ
贈
称
セ
ラ
ル
・
ハ
穏
当
ト
忌
引
軸
心
ル
ヘ
シ
、
近
心
ニ
ヨ
レ
ハ
、
モ
シ
先
帝
ノ
御
子
ナ
リ
ト
モ
新
帝
ハ
必
先
帝

ノ
養
子
ト
ナ
リ
玉
ハ
・
、
乃
御
養
母
ナ
リ
、
サ
レ
ハ
皇
太
后
ト
三
三
ラ
ル
・
二
野
ナ
シ
、
又
娯
ノ
所
生
ニ
テ
即
位
シ
玉
フ
ト
モ
御
父
ノ

正
出
ヲ
皇
太
后
ト
羽
扇
ラ
ル
・
直
面
和
朝
ノ
例
二
七
ヒ
テ
難
ナ
カ
ル
ヘ
シ
、
然
レ
・
ハ
皇
太
后
ト
尊
称
シ
奉
ル
ハ
某
月
某
目
尊
称
ヲ
奉
ル

ト
云
ヲ
待
ス
、
新
帝
即
位
シ
玉
ハ
・
先
后
ノ
正
后
ヲ
皇
太
后
ト
称
へ
奉
ル
ハ
、
皇
子
女
降
誕
直
チ
ニ
親
王
内
親
王
ト
称
セ
ラ
ル
・
ト
同

例
ナ
ル
ヘ
シ
、
○
太
皇
大
后
ハ
皇
祖
母
ヲ
尊
称
セ
ラ
ル
・
辞
ニ
ソ
、
孝
旺
盛
ノ
御
代
二
御
祖
母
ナ
ル
藤
原
宮
子
媛
ヲ
称
セ
ラ
レ
シ
ニ
始

ル
ト
イ
へ
隠
、
既
二
皇
太
后
ト
称
セ
ラ
ル
・
方
ノ
マ
シ
マ
ス
時
又
皇
太
后
ト
称
ス
ヘ
キ
方
ノ
ア
レ
ハ
、
皇
祖
母
ナ
ラ
ヌ
モ
先
ノ
皇
太
后

ヲ
太
皇
大
后
ト
称
ヘ
ラ
レ
タ
ル
例
間
々
ア
リ
か
軸
徽
サ
レ
ハ
コ
レ
モ
又
前
朝
ノ
正
后
ヲ
称
へ
奉
ル
ノ
通
称
ト
ス
ヘ
シ
、
○
院
号
始
リ
シ
ョ

リ
太
皇
大
后
ノ
包
有
自
ラ
廃
レ
タ
ル
カ
如
ク
ニ
テ
、
近
衛
朝
ノ
後
見
ル
所
ナ
ケ
レ
共
、
院
号
ヲ
廃
セ
ラ
レ
ナ
ハ
太
皇
大
后
ノ
尊
称
ア
ル

ト
キ
ナ
キ
ヲ
期
シ
難
キ
ナ
リ
、

准
后
ノ
事
、
准
后
ハ
其
初
藤
原
良
房
二
宣
下
ア
リ
テ
ヨ
リ
外
戚
ノ
親
勲
労
ノ
臣
二
賜
バ
リ
、
後
宮
ニ
チ
ハ
後
朱
雀
帝
ノ
女
御
藤
原
生
子

羽
後
冷
泉
ノ
朝
宣
下
ア
リ
テ
ヨ
リ
歴
世
数
多
ア
リ
、
又
後
ニ
ハ
法
親
王
及
ヒ
碩
徳
ノ
緬
徒
ニ
モ
賜
ハ
レ
リ
、
皆
年
玉
萱
野
ヲ
三
宮
二
準
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セ
ラ
ル
、
ニ
テ
、
品
位
ト
ハ
別
ナ
リ
、
○
謹
考
ル
ニ
、
歴
代
御
母
ヲ
皇
太
后
ト
崇
碧
玉
フ
「
前
二
云
力
如
シ
、
中
世
准
后
院
号
ノ
始
り

テ
ヨ
リ
、
庶
出
ノ
皇
子
御
位
二
母
国
ヘ
ハ
御
母
ヲ
准
后
ト
ソ
門
院
ノ
上
馬
ア
リ
八
一
動
差
糠
窺
書
伏
見
帝
ノ
御
実
母
藤
原
経
子
ハ
単
三
ノ

、
、
、
ニ
シ
テ
門
院
ノ
上
鎌
ナ
シ
、
是
後
馬
見
映
ハ
伏
見
帝
ノ
中
宮
藤
原
璋
子
ノ
養
子
ト
ナ
リ
玉
ヘ
ル
故
ナ
ラ
ン
カ
、
但
後
二
条
帝
モ
後
宇

多
帝
ノ
皇
后
軍
陣
内
親
王
ノ
養
子
ト
ナ
リ
玉
へ
隠
、
御
実
母
源
基
子
ニ
モ
門
院
上
筆
ア
リ
、
又
光
厳
光
明
二
黒
ノ
御
母
藤
原
寧
子
一
斗

后
ノ
「
見
ヘ
ス
シ
テ
門
院
ノ
年
号
ア
リ
、
後
柏
原
帝
ノ
後
ハ
又
古
ノ
如
ク
皇
太
后
ト
崇
メ
玉
フ
モ
有
ト
イ
へ
臣
、
先
帝
ノ
正
后
ナ
ラ
サ

ル
ヲ
御
子
ヨ
リ
ト
テ
皇
后
皇
太
后
ト
崇
メ
玉
ブ
ハ
実
理
二
悔
ハ
サ
レ
ハ
、
爾
来
是
ヲ
改
悪
嬢
ノ
所
生
ノ
皇
子
半
日
即
言
ハ
・
御
母
ナ
ル

媛
ヲ
准
宮
ト
ナ
サ
レ
タ
シ
、
但
シ
外
戚
ノ
親
勲
労
ノ
臣
纏
素
ノ
徒
士
申
モ
更
ナ
リ
、
後
宮
ニ
チ
モ
天
皇
御
生
母
ノ
外
二
賜
ハ
ル
「
ヲ
止

メ
ラ
ル
ヘ
シ
、
是
御
母
ヲ
臣
遇
シ
玉
ハ
サ
ル
ヲ
以
テ
三
宮
二
准
セ
ラ
ル
・
ニ
テ
、
草
名
ニ
モ
悔
フ
ヘ
シ
、
位
ハ
モ
ト
ノ
位
ノ
マ
・
ナ
レ

ハ
其
実
臣
列
ナ
リ
ト
錐
臣
、
直
チ
四
隣
遇
シ
玉
ハ
サ
ル
大
御
心
ヲ
表
ス
ル
ノ
目
ト
ス
ヘ
シ
、
然
レ
ハ
従
来
ノ
准
后
ト
名
ハ
同
シ
ケ
レ
臣

御
身
ノ
接
待
ノ
方
二
重
ク
カ
・
リ
、
三
宮
親
王
准
后
ト
下
院
ラ
ル
ヘ
シ
、
○
門
院
ノ
上
目
総
テ
廃
セ
ラ
レ
シ
ト
浜
玉
ナ
リ
、
○
今
ノ
ニ

位
殿
ハ
、
今
上
タ
ト
ヒ
皇
太
后
御
子
ト
ナ
ラ
セ
玉
フ
ト
モ
天
倫
ノ
御
母
子
ナ
レ
ハ
、
王
后
ト
崇
蟹
玉
ヒ
テ
穏
当
ナ
ラ
ン
カ
鰐
肱
艶

一
敏
云
、
前
挿
ノ
御
書
付
二
朝
彦
宮
ト
云
コ
ノ
ア
リ
キ
、
宮
ト
ハ
諸
王
以
上
ノ
御
住
所
ヲ
コ
ソ
イ
へ
御
実
名
ノ
下
二
填
ム
ヘ
キ
字
二
非

ス
、
先
年
朝
彦
王
ハ
宮
ト
可
称
ト
ノ
御
事
ハ
削
籍
ナ
リ
シ
ヲ
王
籍
二
軍
セ
ラ
ル
レ
ハ
、
御
居
所
ヲ
宮
ト
可
称
ト
ノ
謂
ナ
ル
ヘ
キ
ョ
シ
ヲ

以
、
式
部
寮
へ
書
付
ニ
シ
テ
尋
置
タ
ル
中
二
再
ヒ
親
王
ト
ア
リ
、
久
遍
宮
ト
家
ヲ
モ
玉
ハ
レ
田
干
ル
ニ
及
ハ
ス
事
ト
ハ
ナ
リ
シ
カ
、
近

キ
頃
勅
裁
ノ
戸
籍
表
ヲ
見
ル
幽
閑
外
宮
易
王
ト
ア
リ
、
コ
山
前
二
云
朝
彦
王
ト
ア
ル
ヘ
キ
ヲ
宮
ト
イ
ヒ
シ
ト
ア
チ
ラ
コ
チ
ラ
ニ
テ
、
易

宮
ト
コ
ソ
ア
ル
ヘ
ケ
レ
、
如
何
ト
ナ
レ
皇
国
王
子
伏
見
ニ
テ
イ
マ
タ
御
名
ヲ
命
シ
玉
目
ス
シ
テ
ノ
宮
号
ナ
リ
、
御
名
ニ
ハ
ア
ラ
サ
ル
ナ

リ
、
宮
号
ノ
下
二
宮
ノ
字
二
替
テ
王
ノ
字
ヲ
填
目
算
ル
ハ
古
来
決
テ
ナ
キ
「
ナ
リ
、
閑
事
易
宮
ト
改
メ
ラ
レ
テ
穏
当
ナ
ル
ヘ
シ
、
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明治初年の「皇親」論議

一
敏
云
、
養
子
猶
子
ハ
上
古
ニ
ハ
有
ヘ
ク
モ
ナ
キ
「
ナ
リ
、
嵯
峨
帝
ノ
皇
子
定
ヲ
淳
和
帝
ノ
御
子
ト
セ
ラ
ル
・
二
始
リ
、
淳
和
帝
ノ
皇

孫
ニ
テ
恒
世
親
王
ノ
御
子
正
道
王
ヲ
仁
明
帝
ノ
子
ト
シ
玉
ヒ
、
又
嵯
峨
帝
ノ
皇
子
融
ヲ
モ
同
シ
ク
子
ト
シ
玉
ヘ
リ
、
玉
書
愛
情
呈
出
テ

他
ノ
故
ア
ル
ニ
ハ
ア
ラ
ス
、
後
二
至
リ
テ
ハ
前
当
モ
云
如
ク
親
王
ニ
ナ
シ
玉
ハ
ン
為
二
養
子
猶
子
ト
ナ
サ
レ
タ
ル
ソ
国
財
ル
、
倍
前
帝

御
子
ナ
ク
シ
テ
難
平
ノ
中
ヨ
リ
大
統
ヲ
継
玉
フ
ト
モ
、
前
帝
御
子
ヲ
父
ト
シ
玉
フ
ニ
ハ
ア
ラ
ス
、
太
子
二
立
玉
フ
モ
亦
然
リ
、
太
子
ト

ハ
只
日
嗣
ノ
御
下
ヲ
継
玉
フ
ヘ
キ
称
ニ
ソ
、
後
世
ノ
養
子
ノ
如
キ
サ
マ
ニ
ハ
ア
ラ
ス
、
然
ル
ニ
後
花
園
帝
ハ
後
小
松
帝
ノ
猶
子
ト
成
テ

三
二
男
主
ヒ
テ
ヨ
リ
、
後
上
成
帝
ハ
正
親
町
帝
ノ
養
子
ト
ナ
リ
、
光
来
帝
月
後
桃
園
帝
崩
後
ナ
カ
ラ
モ
養
子
ト
成
テ
後
目
大
統
ヲ
承
玉

ヘ
リ
、
皇
統
養
子
ノ
始
ト
ス
ル
ナ
リ
、
○
上
古
ハ
皇
子
ナ
ラ
ス
シ
テ
大
統
ヲ
為
手
フ
ト
テ
モ
御
父
二
追
尊
等
ノ
事
ナ
キ
ハ
、
簡
質
ナ
ル

世
ノ
プ
リ
ナ
ル
ニ
、
中
世
ヨ
リ
追
贈
ノ
事
始
リ
、
文
武
天
皇
御
父
草
壁
皇
子
ヲ
岡
宮
天
皇
ト
追
崇
ナ
サ
レ
テ
ヨ
リ
、
舎
人
親
王
施
基
親

王
皆
追
尊
サ
セ
ラ
レ
、
重
三
親
王
近
世
御
現
在
二
太
上
天
皇
ト
尊
号
ヲ
奉
ラ
ル
、
後
花
園
帝
後
脚
成
帝
ハ
前
ニ
モ
云
如
ク
前
帝
ノ
養
子

ト
建
玉
へ
臣
、
傑
士
実
父
ヲ
上
皇
ト
崇
塩
干
ヘ
リ
、
只
光
格
帝
座
至
リ
テ
御
実
父
典
仁
親
王
二
追
尊
ノ
「
御
内
重
重
ト
錐
臣
、
幕
府
拒

ミ
奉
り
シ
バ
故
ア
ル
「
ニ
テ
、
其
心
匠
ヨ
ロ
シ
ト
云
難
ケ
レ
任
、
大
統
ヲ
承
玉
吟
サ
ル
親
王
二
太
上
皇
タ
ル
上
号
セ
サ
ル
ハ
万
世
ノ
法

規
ト
ス
ヘ
シ
、
若
シ
千
世
ノ
後
先
皇
ノ
御
子
ナ
ラ
ス
シ
テ
皇
統
ヲ
翠
玉
フ
時
ア
リ
テ
、
其
御
母
ハ
其
御
身
カ
ラ
ニ
ヨ
リ
テ
ハ
外
寸
ト
ナ

サ
ル
ヘ
シ
、
御
父
ハ
親
王
ナ
ル
ヘ
シ
、
若
シ
諸
王
ナ
ラ
バ
是
モ
主
思
后
ト
ナ
サ
レ
テ
可
ナ
ラ
ン
ノ
ミ
、

千
万
世
ノ
後
ニ
モ
先
帝
ノ
御
子
ナ
ラ
ス
シ
テ
大
統
ヲ
国
玉
フ
時
ハ
、
近
代
ノ
サ
マ
ノ
如
ク
必
先
帝
ノ
御
養
子
ト
ナ
シ
玉
ハ
ン
カ
、
或
一

三
サ
マ
ノ
マ
・
ヲ
善
ト
セ
ン
カ
、
是
コ
ソ
至
重
中
ノ
無
比
至
重
ノ
事
ナ
レ
ハ
重
臣
列
ノ
議
ス
ヘ
キ
ニ
ハ
ア
ラ
サ
レ
臣
、
如
斯
皇
室
ノ
称

謂
ヲ
正
シ
ク
セ
ン
ト
議
ス
ル
ヨ
リ
シ
テ
ハ
遂
二
思
ノ
侵
二
及
ヒ
、
其
両
端
ヲ
述
ル
「
左
ノ
如
シ
、

皇
統
ハ
下
々
ニ
テ
家
督
ヲ
重
ク
シ
養
子
シ
テ
里
家
ヲ
継
カ
ス
ル
ト
ハ
大
二
異
ナ
リ
、
仮
令
前
天
皇
御
子
ナ
ク
皇
親
中
ヨ
リ
選
ハ
レ
テ
大
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統
ヲ
上
玉
ヒ
、
前
天
皇
ト
ノ
御
平
系
ハ
イ
カ
ニ
遠
ク
ト
モ
正
シ
キ
皇
胤
ニ
ソ
、
代
々
臣
子
セ
ラ
レ
サ
ル
脚
下
ナ
レ
ハ
、
前
天
皇
ノ
養
子

タ
ル
ノ
名
ヲ
負
玉
フ
ニ
及
ハ
ス
、
某
天
皇
何
世
帯
ニ
テ
大
統
ヲ
承
玉
フ
出
機
ノ
障
モ
無
コ
ト
ナ
リ
、
但
前
天
皇
ノ
祭
儀
ヲ
行
ヒ
玉
フ
等

ノ
「
ハ
、
御
父
ノ
如
ク
厚
ク
セ
ラ
レ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
也
、
右
二
云
如
ク
ナ
ル
ト
キ
ハ
、
血
塗
遠
キ
諸
王
ヲ
養
子
ト
シ
テ
親
王
ト
ナ
サ

ル
・
力
如
キ
弊
風
ハ
改
ル
ヲ
手
炉
ス
シ
テ
止
ミ
、
皇
室
養
子
ノ
名
ハ
全
ク
絶
テ
天
倫
ノ
マ
・
ヲ
全
フ
シ
玉
フ
ト
云
ヘ
シ
、
又
或
云
、
人

文
開
ケ
法
規
精
シ
キ
今
日
ト
成
テ
ハ
皇
統
ヲ
継
玉
ハ
・
必
養
父
子
ノ
因
ヲ
結
ハ
セ
ラ
ル
・
ヲ
善
ト
セ
ン
、
其
故
ハ
養
子
ト
成
算
ハ
サ
ル

三
布
新
帝
ノ
御
親
戚
ヲ
云
二
戸
昏
昏
ニ
ノ
ミ
就
テ
云
ヘ
シ
、
実
母
ノ
高
曽
祖
ヲ
挙
テ
擬
ハ
ア
ル
マ
シ
ケ
レ
臣
、
祭
儀
ハ
皇
統
ノ
前
代
二

遠
近
親
疎
ヲ
立
テ
祭
ラ
ル
ヘ
シ
、
サ
レ
ハ
養
子
ノ
名
ナ
キ
モ
現
ノ
事
業
上
ハ
養
子
ト
均
シ
キ
ナ
ラ
ス
ヤ
、
然
レ
ハ
養
子
ノ
名
ア
ル
ノ
穏

ナ
ル
ニ
如
ス
、
況
や
先
天
皇
ノ
子
タ
ラ
サ
レ
ハ
土
類
ヲ
国
玉
フ
ヘ
カ
ラ
ス
ト
ノ
法
規
ト
ナ
レ
ハ
、
皇
統
三
重
ク
シ
テ
、
仮
令
皇
子
ト
錐

臣
ミ
タ
リ
世
継
得
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ノ
義
ヲ
明
ス
ニ
足
ル
ヘ
シ
、
○
右
此
両
端
ハ
国
憲
上
巴
モ
関
係
ス
ヘ
シ
、
熟
議
メ
聖
断
ヲ
仰
ク
ヘ
キ
「

ナ
ラ
ス
ヤ
、
○
因
二
上
、
皇
統
ハ
養
子
ト
セ
ラ
ル
・
法
規
ト
成
下
モ
セ
ヨ
、
血
系
遠
キ
諸
王
ヲ
養
子
ト
ソ
親
王
ト
セ
ラ
ル
・
「
ハ
止
メ

ラ
レ
、
養
子
ハ
只
皇
統
ヲ
継
カ
シ
ム
ル
方
ト
ノ
ミ
定
メ
ラ
レ
タ
シ
、
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